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　５月29日、人口が同規模の全国の自治体や地区同士で住民のスポーツ参加率を競う「チャレンジデー
2013」が、全国一斉に行われました。
　市は、勝利を目指し、市民の皆さんに事前に協力をお願いしたこともあって、参戦４回目にして参加率
70.0パーセントに到達しました。しかし、健闘及ばず、１パーセントの差で横手市に軍配が上がりました。

《問合せ》スポーツ振興課☎21- 9023

チャレンジデー2013
市民一丸となって大健闘!!

豊岡市
VS
横手市（秋田県）

　総合体育館前の中央イベントでは、ウェルストー
ク豊岡の菅家宜敬マネージャーの指導で、約300人
がボクササイズを楽しみました。玄武岩の玄さんも
登場し、参加者は終始笑顔で体を動かしていました。

ラージボール卓球（総合体育館）

ポールウォーキング（ウェルストーク豊岡）

伊賀谷ウォーク（市街～伊賀谷）

竹野潮風浴ふれあい歩
ある
キング（竹野浜）

グラウンドゴルフ（ウェルストーク豊岡）

太極拳教室（健康増進施設ホール）

〈チャレンジデー2013取組み結果〉
市名 人口 参加者数 参加率
豊岡市 87,345人 61,167人 70.0％
横手市 98,697人 70,059人 71.0％
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の「
体

を
動
か
す
き
っ
か
け
づ
く
り
」を

目
的
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
60
」（
参
加
率
60
パ
ー
セ
ン

ト
）を
合
言
葉
に
、
横
手
市
に
挑

み
ま
し
た
。

　

企
業
や
学
校
で
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
市
内
各
所

で
、
皆
さ
ん
が
体
を
動
か
し
、
楽

し
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
率
で
は
、
横
手
市
に
及
ば

な
か
っ
た
も
の
の
、
目
標
を
大
き

く
上
回
る「
70
パ
ー
セ
ン
ト
」に
届

い
た
こ
と
は
、
大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を

身
に
付
け
、
健
康
で
楽
し
く
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
※
注
）

　

長
さ
10
メ
ー
ト
ル
の
公
認
ロ
ー
プ

を
使
い
、
3
人
以
上
で
跳
ん
で
得

点
を
競
う
大
縄
跳
び
。
跳
ぶ
人

数
×
回
数
で
ポ
イ
ン
ト
を
算
出
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
3
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
、「
校
区
対
抗

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」を
、
市
独
自

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

2
0
1
3
」と
同
じ

ル
ー
ル（
連
続
し
て
15

分
以
上
の
運
動
）を
適
用
し
、
校

区
民
の
参
加
率
を
競
い
ま
し
た
。

　

市
内
30
校
区
の
う
ち
10
校
区
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、
参

加
者
は
、
各
地
区
の
小
学
校
や
公

民
館
な
ど
で
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
体

操
な
ど
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

▼
優
勝　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
て

ら
さ
か（
寺
坂
校
区
）

▼
参
加
率　

64
・
1
パ
ー
セ
ン
ト

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
全
国

共
通
イ
ベ
ン
ト「
ロ
ー
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
・
X（
※
注
）」も
校
区
で
対

抗
し
ま
し
た
。

▼
第
1
位　

新
田
小
学
校
区

　
　
　
　
　

6
7
5
ポ
イ
ン
ト

校
区
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
3

優
勝
は「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
て
ら
さ
か
」!

敗北時のルール…市役所に横手市旗
を掲げ、相手を称える（中央：中貝市長）

ふれあいグラウンドゴルフ（新田校区）

アジャタ（公式玉入れ：三江校区）

キンボール（竹野南校区）

フットサル（中筋校区）

綱引き（日高校区）

ソフトバレーボール（奈佐校区）

ロープ・ジャンプ・X（竹野南校区）

校区 チーム名 校区
人口

参加
者数

参加率
（％）

三江 三江クラブ 3,695 1,894 51.3
新田 新田チーム 3,546 1,932 54.5
中筋 SC21中筋 2,047 1,173 57.3
奈佐 チーム奈佐 1,233 476 38.6
神美 神美クラブ 2,208 747 33.8
竹野南 みなみ21 1,168 558 47.8
八代 スポーツクラブ21やしろ 793 324 40.9
日高 スポーツクラブ21ひだか 7,135 4,318 60.5
寺坂 スポーツクラブ21てらさか 658 422 64.1
高橋 スポーツクラブ21たかはし 1,005 593 59.0

ろ
く
ま
る



『
み
ん
な
の
力
で
命
と
暮
ら
し
を
守
る
』

今
年
も
河
川
の「
出
水
期
」に『
備
え
』ま
し
ょ
う
！

～風水害への備えは大丈夫ですか？
少しでも危険を感じたら、早めに避難を開始しましょう～

　６月に入り、今年も河川の出水期を迎えました。円山川は、上流が急な勾配であるの
に対し、下流は緩やかな勾配のため、豊岡盆地周辺は、はん濫が非常に起きやすくなっ
ています。また、最近は、“ゲリラ豪雨”と呼ばれる、局地的に短時間に猛烈に降る雨
の回数も増えています。
　被害を最小限に抑えるため、「自分たちの命は自分たちで守る」という心構えと、日頃
からの準備、そして家庭や地域での連携と助け合いを、ぜひ、お願いします。

《問合せ》防災課防災係　☎23-1111

　

市
で
は
、
国
土
交
通
省
、
気
象

庁
、
兵
庫
県
、
民
間
の
気
象
会
社

な
ど
の
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
、

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
は
、
避
難
情
報（
3
種
類
）を
出

し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
の
危
険

が
高
ま
る
と
、
事
前
に「
避
難
準

備
情
報
」を
発
令
し
ま
す
。
そ
の

後
さ
ら
に
危
険
が
迫
る
と「
避
難

勧
告
」、
さ
ら
に
は「
避
難
指
示
」

を
発
令
し
ま
す
。「
避
難
指
示
」が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
事
態
が
最

も
切
迫
し
た
状
況
で
す（
事
態
の

展
開
が
あ
ま
り
に
急
な
場
合
に
は
、

い
き
な
り「
避
難
勧

告
」を
発
令
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

　

こ
の
機
会
に
避
難

情
報
の
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
な
ど
の
接
近
時
に
、

河
川
や
田
畑
の
様
子
を
見
に
行
く

こ
と
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

河
川
が
増
水
す
る
と
、本
流
の
水

が
支
流
に
逆
流
し
、内
水
被
害
を
及

ぼ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場

合
、本
流
と
支
流
の
間
の
水
門
を

閉
じ
て
逆
流
を
防
ぎ
、排
水
ポ
ン
プ

で
強
制
的
に
支
流
の
水
を
本
流
に

排
出
し
ま
す
。し
か
し
、本
流
の
河

川
の
水
位
が
上
昇
し
続
け
た
場
合
、

支
流
の
水
を
排
出
し
続
け
る
と
、

堤
防
が
決
壊
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、円
山
川
立
野
地

点
の
水
位
が
、堤
防
の
高
さ
ま
で
あ

と
1
・
5
メ
ー
ト
ル
に
迫
る
7
・
16

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
さ
ら
に
上
昇

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
堤
防
の

決
壊
を
防
ぎ
、
人
の
命
を
守
る
た

め
、
排
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
ま
す
。

　

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
、
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
自
ら
進
ん
で
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

台
風
な
ど
の
進
路
予
測
、
気

象
予
報
・
警
報
な
ど
が
入
手
で

き
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線

　

台
風
情
報
を
は
じ
め
、
市
内

の
主
な
河
川
の
水
位
情
報
や
避

難
勧
告
な
ど
の
発
令
情
報
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
聴
覚
障

害
の
あ
る
方
へ
は
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
放
送
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す（
要
申
込
）。

※
被
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
を
高
い
所
や
2
階
へ
移
動
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

■
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト

　

携
帯
電
話
で
、
次
の
U
R
L

か
ら「
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
」の
登

録
を
行
う
と
、
市
か
ら
の
防
災

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

市
の
避
難
情
報

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を
停
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

出
水
期
に『
備
え
る
』た
め
の

　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

防
災
情
報
を
確
認
す
る
！

河川水位の危険度レベルと避難情報
量水標が示す
危険度レベル 水位名称 市が発表する

避難情報 皆さんに求める行動

（数字は豊岡市立野地点の水位）

8.16ｍ

水防団
待機水位

7.10ｍ

6.10ｍ

レベル1
4.50ｍ

2.50ｍ

危険が迫っています。
直ちに避難を完了してく
ださい。

避難をしてください。
避難に時間を要する方は
避難を完了してください。

避難の準備を始めてくだ
さい。
避難に時間を要する方（災
害時要援護者）は避難を
開始してください。

避 難 指 示

避 難 勧 告

避難準備情報

⬆

⬆

レベル5
（はん濫発生）

レベル4
（危険）

レベル3
（警戒）

レベル2
（注意）

計画高水位

はん濫
危険水位

避難判断
水位

はん濫
注意水位

避難する際は、
３日分ぐらいの食料を自
分で持って行きましょう
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情
報
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。

災
害
時
の
防
災
行
政
無
線
放
送

の
内
容
も
届
き
ま
す
。

　

http://bosai.net/toyooka/

■
川
の
防
災
情
報

　

国
土
交
通
省
の
河
川
情
報
な

ど
が
入
手
で
き
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.river.go.jp/

※
携
帯
電
話
用

　

http://i.river.go.jp/

■
円
山
川
防
災
情
報

　

携
帯
電
話
で
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

【緊急速報メール（NTTdocomo、au、SoftBank）】
　市では、緊急速報メールを利用した緊急時の災害情報
の配信を行っています。このサービスの対象は、各社携
帯電話利用者で、市内に居住している方と、仕事や観光
などで市内に滞在している方です。気象庁からの緊急地
震速報や市からの避難勧告などの重要な緊急情報を一斉
に配信するものです（事前登録は不要）。
　機種によっては、サービスが利用できないものや受信
設定が必要なものがあります（詳しくは各携帯電話会社に
確認してください）。

か
ら「
防
災
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
」の
登
録
を
行
う
と
、
国
土

交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

か
ら
防
災
情
報
が
メ
ー
ル
で
届

き
ま
す
。

　

http://m
aruyam

ar9-bosai.
go.jp/

■
そ
の
他

　

防
災
関
連
の
情
報
は
、
気
象

庁
や
市
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
積
極
的

な
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

水
す
る
ま
で
に
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
は
、
円
山
川
の
水
位
の

上
昇
に
合
わ
せ
て
避
難
情
報
を
発

表
し
ま
す
が
、
各
区
内
の
個
別
の

浸
水
状
況
を
全
て
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
区

に
よ
っ
て
は
市
の
避
難
情
報
を
待

た
ず
に
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
す

る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

■
避
難
パ
タ
ー
ン

・
水
平
避
難

　（
指
定
避
難
所
へ
の
避
難
）

　

道
路
が
冠
水
す
る
ま
で
の
早
い

段
階
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
単

独
で
避
難
せ
ず
、自
主
防
災
組
織
な

ど
と
行
動
を
共
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
垂
直
避
難

　（
自
宅
や
隣
接
建
物
の

　
　
　
　
2
階
以
上
へ
の
避
難
）

　

夜
間
や
激
し
い
降
雨
時
、
道
路

冠
水
時
な
ど
避
難
路
上
の
危
険
箇

所
の
把
握
が
困
難
な
場
合
は
、
屋

外
で
の
移
動
は
極
力
避
け
て
、
建

物
の
2
階
以
上
に
一
時
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
土
砂
災
害
の
危
険
性

が
あ
る
場
合
は
、
同

じ
2
階
で
も
、
山
側

と
反
対
の
部
屋
に
移

動
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
か
ら
の
声
掛
け
や
状
態
の
把
握

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
を
！

　

皆
さ
ん
の
区
に
住
ん
で
い
る
高

齢
者
や
子
ど
も
、
病
気
の
方
な
ど

（
災
害
時
要
援
護
者
）は
、
特
に
早

め
の
避
難
が
必
要
で
す
。
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
は
、
地
域
み
ん

な
で
協
力
し
、
安
否
確
認
や
避
難

の
呼
び
掛
け
、
手
助
け
を
し
ま
し

ょ
う
。

　

出
水
期
に
は
、
山
間

部
な
ど
で
は
、「
土
石

流
」「
地
す
べ
り
」「
が

け
崩
れ
」が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
市
で
は
、「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」が
発
表
さ
れ
た
場
合
な

ど
は
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
注
意
を

呼
び
掛
け
ま
す
。
少
し
で
も
異
変

を
感
じ
た
と
き
は
、
早
め
の
自
主

避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
砂
災
害
発
生
の
前
兆

・
雨
の
降
り
方
が
異
常

・
急
に
川
の
水
が
濁
る

・
裏
山
か
ら
の
変
な
音（
地
鳴
り

　

な
ど
）や
土
臭
い
に
お
い
が
す
る

・
が
け
の
亀
裂
や
水
が
噴
き
出
す

・
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落

　

ち
る　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

話
し
合
う
と
き
な
ど
に
、
定
期
的

に
賞
味
期
限
な
ど
を
確
認
す
る
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

市
が
指
定
す
る
避
難
所
に
は

「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
市

防
災
マ
ッ
プ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
最
寄
り
の
避
難
所
を
確
認
し
、

避
難
経
路
も
歩
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

■
災
害
の
発
生
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
場
合

・
警
察
、
消
防
団
、
区
や
自
主
防

　

災
組
織
の
誘
導
・
指
示
に
従
う

・
避
難
す
る
際
、
自
宅
の
電
気
の

　

ブ
レ
ー
カ
ー
や
ガ
ス
の
元
栓
を

　

確
認
す
る

・
避
難
途
中
の
浸
水
、
土
砂
災
害

　

に
注
意
す
る

・
避
難
所
が
遠
方
で
な
い
限
り
、

　

車
で
の
避
難
は
控
え
る

　

風
水
害
時
、
市
の
避
難
情
報
が

発
表
さ
れ
た
場
合
は
、「
避
難
す
る

方
自
身
が
食
料
な
ど
の『
非
常
持

ち
出
し
品
』を
持
参
す
る
こ
と
」を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
、
各
家
庭
で
3
日

分
の
飲
料
水
、
食
料
、
生
活
必
需

品
の
備
蓄
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
非
常
持
ち
出
し
品
】

　

食
料
、
飲
料
水
、

衣
類
、
毛
布
、
医
薬

品
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中

電
灯
な
ど（
必
要
に

応
じ
て
、
生
理
用
品
、

紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、
ほ
乳
瓶

な
ど
）。
長
期
間
保
存
で
き
る
も

の
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
家
庭
内
で
の
防
災
に
関
し
て

　

浸
水
時
に
、
水
の
深
さ
が
膝
の

位
置
を
上
回
る
と
、
移
動
す
る
の

は
非
常
に
危
険
で
す（
そ
れ
以
下

の
深
さ
で
も
、
水
の
流
れ
に
よ
っ

て
は
歩
行
は
困
難
で
す
）。
指
定

避
難
所
へ
の
避
難
は
、
道
路
が
冠

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る
！

避
難
が
遅
れ
た
と
き
は
、

建
物
の
2
階
以
上
へ
移
動
す
る
！

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に

協
力
す
る
！

避
難
所
を
確
認
す
る
！

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！
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市
政
の
動
き

　  

６
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

5
月
31
日
、
平
成
25
年
第
3
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
第
3
期
市
政
の
所
信
を

述
べ
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の
諸

課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
新
庁
舎
に
お
け
る

防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築

  

災
害
対
策
本
部
の
情
報
処
理
機

能
を
強
化
し
、
災
害
時
に
情
報
収

集
・
共
有
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

な
ど
を
適
宜
、
適
切
に
行
え
る
よ

う
防
災
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
本
庁

か
ら
一
斉
放
送
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

の
緊
急
情
報
も
市
全
域
で
の
放
送

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

　

の
成
果
の
中
間
報
告

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
健
康
づ
く
り
活
動
や
地
域
の

結
び
つ
き
を
高
め
る
先
駆
的
な
取

組
み
を
行
う
集
落
を
支
援
し
、
そ

の
成
果
を
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
生
か
す
も
の
で
す
。

4
区
で
運
動
教
室
な
ど
の
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
開
始
3
カ
月
間

の
体
組
成
測
定
、
血
液
検
査
の
結

果
、
糖
尿
病
予
防
に
効
果
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
風
し
ん
予
防
接
種
緊
急
補
助
事
業

　

県
の
風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成

制
度
創
設
を
受
け
、
市
は
6
月
か

ら
来
年
3
月
末
ま
で
の
接
種
分
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

○
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合
で
進
め
ら

れ
て
い
た
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー

の
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
、
セ
ン

タ
ー
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
内
の
供

用
開
始
を
目
途
に
年
内
に
工
事
着

手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
軽
・
中
度
難
聴
児
補
聴
器

購
入
費
等
助
成
事
業

　

18
歳
未
満
の
軽
・
中
度
難
聴
児

の
補
聴
器
の
購
入
費
用
に
対
す
る

助
成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

  

繰
越
金
や
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
を
充
て
、
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
平
均
国
保
税
額
を

9
万
4
2
2
9
円
、
昨
年
度
比

0
・
07
パ
ー
セ
ン
ト
増
に
抑
え
ま

す
。
モ
デ
ル
世
帯
の
試
算
で
は
、

昨
年
と
同
じ
所
得
の
場
合
、
昨
年

度
に
比
べ
減
額
に
な
り
ま
す
。

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
拡
充

　

県
制
度
の
改
正
を
受
け
、
通
院

医
療
費
の
助
成
対
象
を
現
行
の
小

学
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
を
、

中
学
3
年
生
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
4
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
の
無

料
化
は
、
申
請
に
よ
り
助
成
金
を

給
付
す
る
現
金
給
付
か
ら
、
医
療

機
関
で
助
成
給
付
す
る
現
物
給
付

に
7
月
か
ら
変
更
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
　

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業

　

3
月
に
N
P
O
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿

地
ネ
ッ
ト
が
、
海
外
フ
ァ
ン
ド
事

業「
ラ
ム
サ
ー
ル
・
ダ
ノ
ン
エ
ビ

ア
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
採
択
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
資
金
を
活
用
し

て
、
湿
地
や
里
山
再
生
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
磨
き
ま
す
。

　

韓
国
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
場
所
に
禮イ
エ

山サ
ン

郡
が
選
ば
れ
、

放
鳥
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
5
月
28
か
ら
29
日
ま
で
、
同

郡
守
を
は
じ
め
と
す
る
視
察
団
が

来
訪
し
、
豊
岡
の
取
組
み
を
視
察

し
ま
し
た
。
本
市
と
禮
山
郡
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に
関
す

る
交
流
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の

合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　

山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
第
1
期
は
、

竣
工
か
ら
5
カ
月
半
の
発
電
量
が
、

想
定
の
1
0
4
・
6
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
2
期
事
業

は
8
月
上
旬
に
駐
車
場
増
設
部
分

が
発
電
開
始
、
9
月
末
に
旧
ス
キ

ー
場
分
が
発
電
開
始
予
定
で
す
。

　

日
高
町
堀
の
市
遊
休
地
は
、
土

地
貸
付
契
約
を
締
結
し
た
株
式
会

社
カ
ネ
カ
に
よ
り
、
12
月
に
発
電

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
但
馬
空
港
に
地
場
産

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略
の
推
進

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
客（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
）の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
外
国
人
に
よ
る

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
欧
州
最
大
の
旅
行
博

「
Ｗ
Ｔ
Ｍ 

in London

」へ
の
出
展
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
公
式
機
関「
ア

ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
･
フ
ラ
ン
セ
東

京
」で
の
講
演
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
方
に
訴
求
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
但
バ
ス
株
式
会
社
の

特
急
バ
ス
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
ガ
イ
ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ

ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
、
大
阪
・
城
崎

温
泉
間
で「（
仮
称
）ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ナ
ー
」

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

○
夏
に
向
け
て
の
情
報
発
信
戦
略

　
「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」を
8

月
2
日
か
ら
9
月
5
日
ま
で
、
現

在
首
都
圏
集
客
力
ラ
ン
キ
ン
グ
首

位
の
商
業
施
設「
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
」

を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
①
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ

の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
6
日
間

限
定
の
市
長
室
を
設
置
②
同
施
設

の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ｄ
47
食

デ
ィ
ー
ヨ
ン
ナ
ナ

堂
」で「
豊

岡
定
食
」を
8
月
2
日
か
ら
9
月

5
日
ま
で
販
売
③「
ｄ
47
デ
ザ
イ

ン
ト
ラ
ベ
ル
ス
ト
ア
ー
」で
、
8

月
19
日
か
ら
9
月
1
日
ま
で
豊
岡

産
商
品
を
販
売
|
で
す
。

○
名
探
偵
コ
ナ
ン　

城
崎
温
泉　

 

　

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

台
湾
・
韓
国
か
ら
の
観
光
客
を

対
象
に
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」を
起
用
し
た
ツ

ア
ー
を
、
国
、
県
、
城
崎
温
泉
観

光
協
会
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
共
同
で

実
施
し
ま
す
。

○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
恵
み
豊
岡
」の
売
上
実
績
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験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

4
月
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
3
月
に「
神

鍋
線
乗
っ
て
守
ろ
う
市
民
運
動

推
進
協
議
会
」総
会
が
開
催
さ
れ
、

市
、
全
但
バ
ス
株
式
会
社
、
地
元

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
再
確
認
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
夢
へ
の
挑
戦
応
援
事
業

（
夢
の
教
室
）

　

本
年
度
か
ら
市
内
の
小
学
5
年

生
全
児
童
を
対
象
に
、「
夢
へ
の
挑

戦
応
援
事
業（
夢
の
教
室
）」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
種
目
の
選
手
、

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
、「
夢
先
生
」と
し

て
小
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、「
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
精
神
」や「
夢
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
」、「
仲
間
と
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
」を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る「
夢
の
教
室
」を
開
催

し
ま
す
。

　

4
月
に
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
と

県
内
初
の
相
互
協
力
協
定
を
締
結

し
、
当
日
、
第
1
回「
夢
の
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
6
月
中
旬
ま

で
に
市
内
全
小
学
校
で「
夢
の
教

室
」の
開
催
を
終
え
る
予
定
で
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
南
極
事
業

　

植
村
直
己
の
冒
険
心
を
引
き
継

ぎ
、
夢
を
抱
き
、
挑
戦
す
る
心
を

育
む
と
と
も
に
、
地
球
環
境
問
題

を
多
角
的
視
野
で
捉
え
る
こ
と
の

で
き
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

南
極
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
員
の

市
職
員
に
よ
る
、
市
内
全
小
・
中

学
生
を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
、

衛
星
回
線
で
第
54
次
南
極
地
域
観

測
隊
員
に
よ
る
南
極
授
業
ラ
イ
ブ

2
0
1
3
、
南
極
講
演
会
や
南
極

紹
介
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

○（
仮
称
）日
本
劇
作
家
大
会

　
　

2
0
1
4
豊
岡
大
会
の
誘
致

　

日
本
劇
作
家
大
会
と
は
、
日
本

の
劇
作
家
・
俳
優
・
演
出
家
・
美

術
家
・
制
作
者
な
ど
の
幅
広
い
演

劇
人
の
ほ
か
、
映
画
・
テ
レ
ビ
な

ど
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
も
ゲ
ス
ト
を

迎
え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
座
・
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

来
年
4
月
に
開
館
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
機

能
を
持
つ（
仮
称
）城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
ま
た
、
夢
但
馬
2 

0
1
4
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

日
本
劇
作
家
大
会
を
誘
致
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
志
賀
直
哉
城
崎
温
泉
来
訪

1
0
0
周
年
記
念
事
業

　

今
年
は
志
賀
直
哉
城
崎
温
泉
来

訪
1
0
0
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
市
が
補

助
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
紺
野
美
沙
子
さ

ん
に
よ
る
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、

同
志
社
女
子
大
学
ゼ
ミ
、
資
料
展

な
ど
の
開
催
、
城
崎
温
泉
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ッ
ク『
城
の
崎
に
て
』の
作

成
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
散
歩

道
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

○
神
鍋
地
域
活
性
化
計
画

　

日
高
町
観
光
協
会
は
、「
次
世
代

の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
」を

ま
と
め
た「
神
鍋
地
域
活
性
化
計

画
」を
3
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
引
き
続
き
地
域
の
取
組
み

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
給
与
減
額
支
給
措
置　

　

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
措
置

を
踏
ま
え
、
今
年
7
月
か
ら
来
年

3
月
ま
で
、
市
職
員
・
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
の
給
与
の
減
額
を

実
施
し
ま
す
。

○
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

　

国
の
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
た

「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」の
経

済
対
策
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
議

会
の
補
正
予
算
に
上
げ
た
6
事
業

を
含
め
、
3
億
4
2
5
0
万
円
の

交
付
金
を
充
当
す
る
予
定
で
す
。

○
現
本
庁
舎

　

現
本
庁
舎
は
、
2
階
が
議
場
で
、

1
階
と
3
階
が
市
民
利
用
施
設
と

な
り
ま
す
。

　

名
称
は
、
豊
岡
藩
の
藩
校「
稽

古
堂
」を
引
用
し
、「
豊
岡
稽
古
堂
」

と
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
の
利
用

　

来
庁
者
が
庁
舎
内
へ
自
由
に
出

入
り
で
き
る
時
間
は
、
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
で

す
。

　

ま
た
、
食
堂
は
出
石
精
和
園
が

運
営
し
、
営
業
時
間
は
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
30
分
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

新
庁
舎
は
7
月
25
日
完
成
予
定

で
、
8
月
の
第
2
週
と
第
3
週
の

週
末
に
健
康
福
祉
部
お
よ
び
上
下

水
道
部
を
除
く
33
の
本
庁
部
署
が

移
転
し
ま
す
。
情
報
サ
ー
バ
ー
本

体
の
移
転
に
は
3
日
間
が
必
要
な

た
め
、
8
月
12
日
は
新
庁
舎
で
の

本
庁
業
務
を
休
業
し
ま
す
。
し
か

し
、
各
支
所
業
務
は
通
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。

　

8
月
13
日
に
新
庁
舎
で
の
業
務

を
開
始
し
、
開
庁
式
な
ど
の
式
典

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

2
年
目
と
な
る
昨
年
7
月
か
ら

今
年
4
月
ま
で
の
1
カ
月
当
た
り

の
売
上
高
は
、
1
年
目
の
1
カ
月

当
た
り
の
売
上
高
に
比
べ
32
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

来
客
数
も
、
前
年
同
期
間
と
比
較

し
て
、
33
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま

し
た
。

○
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
の
開
校

  

明
日
の
農
業
の
担
い
手
を
継
続

的
に
養
成
す
る
た
め
、「
豊
岡
農
業

ス
ク
ー
ル
」を
4
月
に
開
校
し
ま

し
た
。

　

研
修
生
は
、
就
農
に
必
要
な
農

業
生
産
技
術
と
経
営
管
理
能
力
を

身
に
付
け
る
た
め
、
市
内
の
認
定

農
業
者
の
法
人
組
織
に
1
年
間
派

遣
さ
れ
て
実
務
研
修
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
座
学
研
修
も
受
講
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
建
設

　

事
業
の
進
捗
状
況

　

国
か
ら
、（
仮
称
）豊
岡
北
か
ら

（
仮
称
）豊
岡
南
ま
で
の
間
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
環

境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
開
始
す

る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た

後
、
事
業
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

○
神
鍋
線
上
限
2
0
0
円
バ
ス

社
会
実
験

　

1
年
間
の
社
会
実
験
の
結
果
を

受
け
て
、
さ
ら
に
1
年
間
社
会
実

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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平成24年度
豊岡市情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況

　平成24年度の豊岡市情報公開条例および豊岡市個人情報保護条例の運用状況をお知らせします。
《問合せ》総務課文書法制係☎23-1116

１　豊岡市情報公開条例分
　○公開請求件数　31件　○処理状況　公開３件　部分公開28件
請求日 請求内容 請求者区分 公開区分 公開区分

決定理由 公開しない部分

1 平成24年４月４日

建住第85号竹野認定こども園整備建築工事
建第28号市道大門線舗装修繕工事
改第５号（主）豊岡竹野線外舗装復旧工事
建第50号市道鬼神谷区内線第１号外舗装修繕工事
都第11号豊岡駅前広場整備工事（その２）
に係る金入り設計書（鏡、積算情報表、内訳表、単価表その他積算に
かかる一切のもの）一式（当初設計のもの）

市民 部分公開
豊岡市情報公開
条例第７条第１
号該当

印影

2 ４月11日各議員の平成22年度の政務調査費収支報告書一式 市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当

印影、業者担当
者名、口座情報

3 ４月18日平成23年４月１日～平成24年４月18日の内部処分を含めた市職員の懲戒内容の分かる資料一式
市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当

印影、個人名、
住所

4 ４月18日
平成24年１月１日から平成24年３月31日までに付定のあった豊岡市住
居表示に関する条例第３条・同規則に基づく住居表示実施地区の新築
届・付番通知書等、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地
番の明記されている資料と該当の住居表示台帳又は位置図

市外の法人、
団体等 部分公開

条例第７条第１
号及び第２号該
当

建物の名称・届
出人住所及び氏
名・連絡先・印
影

5 ５月１日各議員の平成23年度の政務調査費収支報告書一式 市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当

印影、業者担当
者名、口座情報

6 ５月16日
建住第90号五荘小学校プール改築建築工事に係る金入り設計書（鏡、
経費算出表、内訳表、単価等その他積算に係る一切のもの）一式（当初
設計のもの）

市民 部分公開条例第７条第１号該当 印影

7 ５月19日豊岡市清掃センターの年度別修繕費 市民 全部公開－ －

8 ５月21日

平成23年度発注の次の工事の金入り設計書（内訳表、明細書及び単価表）
建第151号スマイル美知ロード事業作業業務（その２）
建第506号豊岡市市道除雪等作業（豊岡６）業務
建第95号市道正法寺岩井線消雪施設設置工事（その３）
建第157号あやめ橋補修工事

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

9 ５月21日
次の工事の金入り設計書（内訳表、明細書及び単価表）
平成22年度農第18号県単農道舗装修繕（その２）工事金入設計書
平成23年度田鶴野小学校ペレットストーブ購入一式

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

10７月12日

但馬定住自立圏構想に関する全図書（立上げからの経緯及び豊岡市の
役割が分かるもの）
ラジオ関西豊岡中継局（但馬放送局）に関する全図書（平成６年頃の旧
出石町での中継局の整備及び各市町への負担金に関するもの）
ＦＭたじまに関する全図書
（①設立当時の市の出資に関するもの）
（②来日岳のアンテナ移設に関するもの）
地上テレビ中継局に関する全図書
（①昭和43年頃の城崎局の設置に関するもの）
（②昭和44年頃の日高局の設置に関するもの）
（③地上デジタル放送への移行に関連して放送局と市とのやりとり）

市外の個人 部分公開
条例第７条第１
号、第２号及び
第６号イ該当

印影、個人名及
び出資者名に関
する部分及び来
日岳のアンテナ
移設の見積書

11７月18日
平成23年度　市道正法寺岩井線消雪施設設置工事（その３）
平成23年度　市道しらさぎ団地線道路改良工事
平成23年度　小島地区汚水管渠布設（第３工区）工事
に係る当初の金入り設計書（本工事内訳表、明細表及び単価表）

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

12７月18日

建第71号旧大森小学校グラウンド舗装工事
公下第１号日撫・下宮地区舗装復旧工事（設計図書）
改第７号市道正法寺団地13号線外舗装復旧工事
建第121号平成23年度市道神原御又線外雪寒施設整備工事
下第405号除雪対応舗装修繕工事
建第701号豊岡市市道除雪作業（竹野１）
建第151号スマイル美知ロード事業作業業務（その２）
出特下第１号出石４-２雨水幹線工事
農林第28号竹野港ゴミ流入防止用フェンス等設置工事
に係る金入り設計書（鏡、経費算出表、内訳表、単価表等その他積算
にかかる一切のもの）一式（当初設計のもの）

市民 部分公開
条例第７条第１
号及び第６号イ
該当

印影及び別途公
開されていない
単価等

13７月24日平成22,23年度に収集されたごみ全量数及び清掃センターに持ち込まれた全量と実焼却数の分かる資料 市民 全部公開－ －

14７月25日
平成24年４月１日から平成24年６月30日までに付定のあった豊岡市住
居表示に関する条例第３条・同規則に基づく住居表示実施地区の新築
届・付番通知書等、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地
番の明記されている資料と該当の住居表示台帳又は位置図

市外の法人、
団体等 部分公開

条例第７条第１
号及び第２号該
当

建物の名称・届
出人住所及び氏
名・連絡先・印
影

15７月29日
市が社会福祉法人に支出している補助金の分かる文書
市から社協に対する職員人件費の補助金の分かる文書
社協からの実績報告書（会計報告）

市外の個人 部分公開条例第７条第１号該当
個人名、それぞ
れの人件費部分
及び印影

16８月２日
①平成23年度　農第21号県単農道舗装修繕（その３）工事
②平成23年度　改第17号国道426号豊岡バイパス工事関連給配水管移
設工事に係る当初の金入り設計書（本工事内訳表、明細表及び単価表）
②については、工事成績採点表を含む。

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影及び個人名
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請求日 請求内容 請求者区分 公開区分 公開区分
決定理由 公開しない部分

17 ８月20日豊岡市内における最新の特定事業場の事業場名、事業場住所、排出量（通常・最大）、代表特定施設番号
市外の法人、
団体等 全部公開－ －

18８月24日
平成23年度　建住第93号旧竹野地区公民館解体工事
平成23年度　建住第123号竹野学校給食センター解体工事
に係る金入り設計書（内訳表、明細表、単価表及び見積調書等）

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

19９月19日
ＮＨＫ城崎、日高、三川山テレビ中継放送所及び関西民放（幹事読売
テレビ）城崎局、日高局、三川山局の危険物の届出書
ＮＨＫ豊岡ラジオ中継放送所（塩津）及びラジオ関西豊岡中継局（出石
町伊豆）の危険物届出図書

市外の個人 部分公開条例第７条第１号該当 印影及び個人名

20９月25日

但馬教科用図書採択地区協議会　組織表
調査員名簿（但馬教科用図書調査員会分）
調査員名簿（但馬第１教科書センター調査員会分）
教科用図書調査研究報告書（但馬教科用図書調査員会分）
教科用図書調査研究報告書（但馬第１教科書センター分）
但馬教科用図書採択地区協議会日程

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影及び個人名

21 10月18日
平成23年度に発注した次の工事に係る金入設計書
建第35号市道立野大磯線道路改良工事（第３工区）
建第77号市道新堂内川線道路改良工事（第１工区）

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

22 10月24日
平成24年７月１日から平成24年９月30日までに付定のあった豊岡市住
居表示に関する条例第３条・同規則に基づく住居表示実施地区の新築
届・付番通知書等、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地
番の明記されている資料と該当の住居表示台帳又は位置図

市外の法人、
団体等 部分公開

条例第７条第１
号及び第２号該
当

建物の名称・届
出人住所及び氏
名・連絡先・印
影

23 11月21日豊岡市大磯町９番街区の住居表示台帳の写し 市外の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 氏名

24 11月30日平成24年度　農第１号森本・坊岡地区獣害防止柵設置工事に係る金入設計書（内訳書、明細書及び単価表）
市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

25 12月６日
平成23年度　改第10号市道上陰線外１路線旧配水管布設替工事
改第３号（主）豊岡竹野線給配水管布設替工事
に係る金入設計書（内訳表、明細表、単価表及び見積調書等）

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

26 12月15日

建乙第5325号普通河川川南谷川災害復旧工事
建第13号市道大開線舗装修繕工事（ゼロ市債）
農第１号森本・坊岡地区鳥獣害防止柵設置工事
建第32号市道若松小田井線舗装復旧工事
H24改第１号（主）豊岡竹野線外舗装復旧工事
建第62号市道上町賀島公園線外舗装修繕工事
建第78号市道伊賀谷開拓地線舗装修繕工事
に係る金入り設計書（鏡、積算情報表、内訳表、単価表その他積算に
かかる一切のもの）一式（当初設計のもの）

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

27平成25年１月11日
出特下第３号出石４-２雨水幹線（その４）工事に係る金入り設計書
（鏡、経費算出表、内訳表、単価表等その他積算にかかる一切のもの）
一式（当初設計のもの）

市民 部分公開
条例第７条第１
号及び第６号イ
該当

印影

28１月23日
平成24年10月１日から平成24年12月31日までに付定のあった豊岡市住
居表示に関する条例第３条・同規則に基づく住居表示実施地区の新築
届・付番通知書等、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地
番の明記されている資料と該当の住居表示台帳又は位置図

市外の法人、
団体等 部分公開

条例第７条第１
号及び第２号該
当

建物の名称・届
出人住所及び氏
名・連絡先・印
影

29２月12日
平成24年度　都第７号玄武洞公園山腹崩壊対策工事（その２）
建第34号市道正法寺岩井線道路防災工事
建第82号市道神原御又線消雪整備工事に係る金入設計書（内訳表、明
細書及び単価表）

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

30３月８日平成23年度県単農道舗装修繕（その３）工事に係る金入設計書（積算書鏡、工事別鏡、各内訳表及び工事明細書）
市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 印影

31３月25日

１　豊岡市立東保育園の民営化に伴う私立認可保育所の設置・運営法
人選定委員会会議録
２　豊岡市立東保育園の民営化に伴う私立認可保育所の設置・運営法
人選定基準
３　私立認可保育所の設置・運営法人選定の得点結果集計表

市内の法人、
団体等 部分公開条例第７条第１号該当 個人名

２　豊岡市個人情報保護条例分
　○開示請求件数　７件　○処理状況　開示２件　不開示５件（不存在）
番
号 請求日 請求内容 請求者

区分 開示区分 開示区分
決定理由 開示しない部分

1 平成24年８月19日
昭和48年４月１日から昭和51年３月31日までの開示請求者に係る集団
予防接種台帳 市外の個人 不開示 条例第18条第２

項該当
保有個人情報の
不存在

2 ９月４日平成24年４月４日から平成24年４月５日までの間の、開示請求者に係る印鑑登録証明書の発行状況が分かるもの 市民 不開示 条例第18条第２
項該当

保有個人情報の
不存在

3 ９月27日平成23年８月１日から平成24年９月27日までの間の、開示請求者に係る印鑑登録証明書の発行状況が分かるもの 市民 不開示 条例第18条第２
項該当

保有個人情報の
不存在

4 ９月27日平成23年８月１日から平成24年９月27日までの間の、開示請求者に係る印鑑登録証明書の発行状況が分かるもの 市民 不開示 条例第18条第２
項該当

保有個人情報の
不存在

5 11月27日平成23年12月27日から平成24年11月22日までの間の、開示請求者に係る印鑑登録証明書の発行状況が分かるもの 市民 全部開示－ －

6 平成25年１月17日
生まれてから昭和51年３月31日までの間、豊岡市○○市営○○住宅に
住んでいたことが分かる書類 市外の個人 不開示 条例第18条第２

項該当
保有個人情報の
不存在

7 ３月25日○○○○に係る印鑑登録証明書の発行 市民 全部開示－ －

広報とよおか　2013.6.259
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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、
筑
波

大
学
の
研
究
結
果
を
も
と
に
、
効

果
の
実
証
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
た
健
康
運
動
教
室
で
す
。

現
在
、
竹
野
・
日
高
・
出
石
・
但

東
地
域
で
開
催
し
て
お
り
、
多
く

の
参
加
者
が
運
動
の
習
慣
化
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

◆
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
6・7
期
生
の

運
動
習
慣
者
の
割
合

　
体
験
会
で
は「
運
動
継
続
の
秘

訣
」と
、
実
際
の
教
室
で
実
施
し

て
い
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

　
下
表
の
と
お
り

▽
定
員

　
各
会
場
先
着
20
人
程
度

　（
20
歳
以
上
の
市
民
）

▽
持
ち
物

　
お
茶
な
ど
の
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装
、
上
靴

▽
申
込
期
間

　
7
月
8
日（
月
）〜

26
日（
金
）

《
申
込
み・問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　
成
人
保
健
係
☎
24

1
1
2
7

　
竹
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
但

東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
、
4
〜
6
種
類
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
と
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
効
果
的
な
使

用
方
法
な
ど
は
、
事
前
講
習
会
で

説
明
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
体
を

動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
か
ら
だ

づ
く
り
や
介

護
予
防
な
ど
、

目
的
に
応
じ

た
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象
者

　
20
歳
以
上
の
市
民

▽
利
用
で
き
る
機
器

　
チ
ェ
ス
ト

プ
レ
ス
、
レ
ッ
グ
プ
レ
ス
、
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど

▽
利
用
開
放
日
時

　
平
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

※
竹
野
…
木
曜
日
午
前
を
除
く

　
但
東
…
火
曜
日
午
前
を
除
く

▽
料
金

　
無
料

▽
事
前
講
習
会
日
程（
予
約
制
、

7
〜
11
月
予
定
分
）必
ず
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

・
竹
野
…
7
月
31
日（
水
）、
9
月

18
日（
水
）、
11
月
27
日（
水
）

・
但
東
…
8
月
30
日（
金
）、
10
月

11
日（
金
）

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30

分（
各
3
人
程
度
）

《
申
込
み・問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　
成
人
保
健
係
☎
24

1
1
2
7

　
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
体
の

肉
体
改
造
や
体
質
改
善
を
応
援
す

る
た
め
、
毎
月
1
回
、
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
で「
体
力
測
定
・
運

動
相
談
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日

　
7
月
6
日（
土
）、
8

月
3
日（
土
）

▽
受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後

8
時

▽
場
所

　
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　（
立
野
町
6

30
）

▽
対
象

　
20
歳
以
上
の
市
民

▽
内
容

　
簡
単
な
体
力
測
定
、
体

組
成
測
定
、
運
動
相
談（
自
宅

で
行
え
る
運
動
プ
ラ
ン
の
提
案
）

▽
参
加
費

　
無
料

▽
定
員

　
50
人

▽
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
で
申

込
み

《
申
込
み・問
合
せ
》
ウ
ェル
ス
ト
ー

ク
豊
岡
総
合
受
付
窓
口

　
☎
24

0
5
8
2

　
市
で
は
、
運
動
教
室
な
ど
で
、
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

「〝
体
組
成
〞っ
て
な
に
？
」

　
体
組
成
と
は
、皮
下
脂
肪
、内

臓
脂
肪
、筋
肉
、骨
、水
分
な
ど

の
か
ら
だ
を
構
成
す
る
成
分
で

す
。か
ら
だ
の
組
成
分
を
直
接
的

に
知
る
に
は
解
剖
し
か
な
い
で
す

が
、体
組
成
計
で
測
定
す
る
こ
と

で
間
接
的
に
組
成
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ウ
ェル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
で
行
う

体
組
成
測
定
で
は
、B
M
I（
体

格
指
数
）や
骨
量
、水
分
率
、ま

た
腕
や
足
ご
と
の
体
脂
肪
率
や

筋
肉
率
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。自
ら
の
か
ら
だ
を
振
り
返

り
、生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
」

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
体
験
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の利

用
開
放

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
で
行
う

体
力
測
定
・
運
動
相
談

▲ヘルスアップ教室の様子

《ヘルスアップ教室体験会内容》
会場 開催日 時間 内容

出石健康福祉センター ７月31日（水）13：30～15：00
・運動プログラム体験
　（簡単筋トレ・速歩）
・筋力年齢測定
・ヘルスアップ教室の
　概要や成果の紹介

竹野健康福祉センター ８月１日（木）10：00～11：30

但東健康福祉センター ８月２日（金）10：00～11：30

日高健康福祉センター ８月２日（金）13：30～15：00

開始時
46％

3カ月後
74％
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こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

　
毎
年
、
全
国
で
3
万
人
も
の
方

が
自
殺
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
大
切
な
方
の
こ
こ
ろ
の

悩
み
に『
気
づ
き
』、
声
を
掛
け
、

話
を
聞
い
て
、必
要
な
支
援
に『
つ

な
げ
』『
見
守

る
』と
い
っ
た
、

市
民
一
人
一
人

が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
全
体
の
取
組
み
が
大

切
で
す
。

　
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
を
振
り
返

り
、
ま
た
、
周
り
の
大
切
な
方
の

こ
こ
ろ
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
の

大
切
さ
を
、
あ
な
た
も
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
?

▽
日
時

　
7
月
20
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分（
午
後
1

時
開
場
）

▽
場
所

　
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ  

ほっ

と
ス
テ
ー
ジ（
ア
イ
テ
ィ
7
階
）

　
市
で
は
、
5
月
7
日
か
ら
、
市

立
小
・
中
学
校
39
校
で
、「
南
極
」

を
通
し
て
世
界
と
つ
な
が
る「
南

極
出
前
授
業
」を
始
め
ま
し
た
。

　
各
校
の
児
童
・
生
徒
は
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
南
極
の
様
子
や

南
極
が
地
球
の
未
来
予
測
に
不
可

欠
な
場
所
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
学

び
、
世
界
的
冒
険
家
の
植
村
直
己

さ
ん
も
憧
れ
た
南
極
大
陸
に
大
い

に
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

『
南
極
出
前
授
業
』を
実
施
し
て
い
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
　
　
　
「
毎
日
の
生
活
が
楽
し
く
な
る
心
理
学
」

〜
こ
こ
ろ
の
た
め
息
が
す
う
っ
と
な
く
な
る
話
〜

　「
南
極
観
測
隊
」を
一
つ
の
例
と

し
て
、
植
村
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
の
方
は
、「
豊
岡
市
政
出

前
講
座
」を
通
じ
て
、
グ
ル
ー
プ
、

団
体
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
涯
学
習

課
人
権
・
社
会
教
育
係

　
☎
23

0
3
4
1

植
村
さ
ん
の
人
生
か
ら
学
ぶ

「
あ
き
ら
め
ず
に
　
挑
戦
す
る
心
」

南
極
教
室
ラ
イ
ブ
2
0
1
3

　
豊
岡
と
南
極
の
昭
和
基
地
を

衛
星
回
線
で
つ
な
ぎ
、
現
地
の

様
子
を
伝
え
ま
す
。

▽
日
時

　
8
月
28
日（
水
）午
後

2
時
30
分
〜

▽
場
所

　
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
対
象

　
小
・
中
学
生
の
親
子

▽
定
員

　
2
5
0
人（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
方
法

　
学
校

を
通
じ
て
配
布
さ

れ
た
申
込
書
に
記

入
の
上
、
生
涯
学

習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限

　
7
月
10
日（
水
）

必
着

▽
講
師

　
心
理
学
者
・
臨
床
心
理

士
　
植
木
理
恵
さ
ん

▽
参
加
費

　
無
料

▽
定
員

　
3
0
0
人

▽
申
込
方
法

　
窓
口
ま
た
は
電
話

▽
申
込
期
間

　
6
月
25
日（
火
）〜

7
月
10
日（
水
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
一
時
保
育

　
あ
り
、
無
料（
希

望
の
方
は
申
込
み
時
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い〔
原
則
、
1
歳
半

〜
就
学
前
の
幼
児
〕）

▽
そ
の
他

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

対
象
事
業（
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

成
人
保
健
係
☎
24

1
1
2
7

▲南極の氷から太古の空気がはじける
音を聞く子どもたち（弘道小学校）

＜授業を受けた児童の声を紹
介します＞

○宮下さんから、南極では
オーロラなどきれいな

ものが見れると聞いて行って
みたくなりました。

(八条小)

○シャボン玉がこおるのがお
もしろかった。

(福住小)

○南極の氷がとけてきてい
ると聞きました。そし

て自分たちに今、なにがで
きるのかを考えたい

と思いました。(城崎小)

○命のつながりに気づきまし
た。(三江小)

○カップラーメンが固まっ
てしまった写真にびっ

くりしました。(多数)

○ブリザード、オーロラの画

像がすごかった。(多数)

○ペンギンやクリオネなどが

かわいかった。(多数)

○北極の話も聞いてみたい
。

(多数)

▲植木理恵さん
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畑
上

・
昭
和
23
年
ま
で
水
力
発
電
機
に

よ
る
電
力
を
使
用
。
旧
発
電
小

屋
や
水
路
跡
が
残
っ
て
い
る
。

・
当
時
の
水
路
は
、
ほ
と
ん
ど
壊

れ
て
い
て
使
用
で
き
な
い
。

・
水
量
が
少
な
く
、
水
力
発
電
に

よ
る
売

電
収
入

の
採
算

性
は
低

い
。

・
環
境
体

験
施
設
と
し
て
、
自
作
水
力
発

電
機
に
よ
る
新
た
な
設
備
を
設

置
し
、
L
E
D
照
明
を
と
も
す

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
か（
※
自
作
発
電

機
や
配
管
代
、
工
事
費
な
ど
で

4
2
3
万
円
必
要
）。

 

圡
渕

・
年
間
通
じ
て
流
れ
て
い
る
農
業

用
水
が
あ
る
。

・
中
筋
小
学
校
前
に
、
か
つ
て
水

車
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
校
内

の
池
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

・
農
業
用

水
で
管

理
さ
れ

て
お
り
、

安
定
的

に
水
が

流
れ
て

い
る
が
、
流
量
は
多
く
な
い
。

・
1
0
0
〜
1
5
0
ワ
ッ
ト
の
発

電
機
の
設
置
が
可
能
で
あ
る
が
、

初
期
投
資
に
6
4
0
万
円
程
度

掛
か
り
、
売
電
を
行
っ
た
場
合

の
採
算
性
は
低
い
。

・
農
業
用
水
を
、
校
庭
の
芝
生
へ

の
散
水
用
と
し
て
使
い
、
水
力

発
電
で
発
電
し
た
電
力
を
ポ
ン

プ
に
使
用
で
き
な
い
か（
自
家

消
費
用
）。

・
発
電
能
力
3
〜
10
ワ
ッ
ト
の
水

力
発
電
機（
10
万
円
程
度
）を
設

置
し
、
環
境
学
習
に
利
用
で
き

な
い
か
。

 

万
劫

・
ス
キ
ー
場
に
近
い
豪
雪
地
で
、

稲
葉
川
か
ら
安
定
的
な
水
量
が

あ
る
。
風
況
も
良
い
。

・
小
水
力
発
電
に
よ
る
売
電
で
の

採
算
性
は
低
く
、
積
雪
時
の
管

理
も
課
題
。

・
風
況
が
良
い
こ
と
か
ら
、
電
柱

程
度
の
高
さ
で
発
電
能
力
が
5

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
小
型
風
力
発
電

機
を
導
入
で
き
な
い
か
。

・
導
入
に
1
台
4
0
0
万
円
程
度

掛
か
り
、
売
電
に
よ
る
採
算
性

は
低
い（
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
で
、
初
期
投
資
を
抑
え
れ

ば
採
算
性
も
確
保
可
能
か
）。

・
風
力
発

電
に
関

し
て
は
、

十
分
な

調
査
が

必
要
。

 

奥
山

・
県
の
小
規
模
集
落
元
気
作
戦
の

指
定
地
域
で
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に

よ
る
地
域
お
こ
し
計
画
が
あ
る
。

・
水
量
は
少
な
い
。
1
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
水
力
発
電
機
器
を
導
入
し

た
場
合
、
費
用
は
1
1
5
6
万

円
掛
か
り
、
採
算
性
は
低
い
。

・
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る
た
め
、
水

力
発
電
を
設
置
し
た
場
合
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
懸
念
が
あ
る
。

・
ロ
グ
ハ
ウ
ス
建
設
時
に
省
エ
ネ

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
盛
り
込
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
誘
客
で
き
な
い
か
。

 

坂
津

・
集
落
に
砂
防
堰え
ん

堤
が
あ
り
、
年

間
を
通
じ
て
一
定
の
水
量
が
見

込
め
る
。

・
発
電
能
力
5
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

水
力
発
電
装

置
を
設
置
し
、

全
量
を
売
電

で
き
な
い
か
。

・
管
理
は
地
元

が
行
う
。

・
導
入
費
用
は

1
5
0
0
万
円
程
度
で
売
電
収

入
は
1
0
9
万
円
/
年（
概
算
）。

・
過
疎
地
域
の
た
め
、
過
疎
債
な

ど
有
利
な
起
債
や
補
助
金
が
使

え
れ
ば
、
採
算
性
が
確
保
で
き

る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
あ
く
ま
で
も

概
要
で
す
。
採
算
性
は
、
小
水
力

発
電
の
売
電
を
主
に
し
て
い
ま
す

が
、
太
陽
光
や
小
型
風
力
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
、

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
地
域

で
使
う「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自

足
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組
も

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
専
門
講

師
の
派
遣
や
勉
強
会
の
開
催
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

　

報
告
書（
資
料
）を
希
望
す
る
方
、

調
査
の
内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
昨
年
度
、
市
内
の
5
区（
畑
上
、
圡ひ
じ

渕う
ち

、
万ま
ん

劫ご
う

、
奥
山
、
坂
津
）

を
対
象
に
、
小
水
力
や
小
型
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
の
簡
易
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

6
月
1
日
、
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
各
区
の
現
況
と

資
源
の
活
用
手
段
案
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

4
4
8
0

地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
は
？

「
平
成
24
年
度
豊
岡
市
ス
マ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
調
査
報
告
会
」を
開
催
!

▲報告会の様子
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　但東地域は、古くから伝統の「但馬ちりめん」産地として発展を遂げ、100％そば粉を使った「赤花そ
ば」、70万本のチューリップが咲き誇る「たんとうチューリップまつり」、「シルク温泉」、「たんたん温泉
福寿の湯」など多彩な観光資源に恵まれた地域です。この分譲宅地で、のどかな田舎暮らしをしてみ
ませんか。

■概要
●所在地／兵庫県豊岡市但東町相田●分譲区画数／第１
分譲地10区画（うち９区画分譲済）、第２分譲地10区画（う
ち８区画分譲済み）●用途地域／都市計画区域内無指定
地域●上水道／豊岡市上水道●下水道／公共下水道（公
共ます施設済）●電気／関西電力（株）●ガス／LPガス
（個別）●テレビ／eo光に加入
■教育施設等
●幼稚園・保育園／豊岡市立合橋認定こども園（約4.1
㎞）●小学校／豊岡市立合橋小学校（約4.1㎞）●中学校／
豊岡市立但東中学校（3.7㎞）
■医療施設等
●公立豊岡病院出石医療センター（約14.5㎞）●公立豊岡
病院（約29㎞）●市立合橋診療所（約3.0㎞）
■その他
●役所／豊岡市役所但東支所（約2.8㎞）●温泉施設／シ
ルク温泉（約2.6㎞）
■分譲条件（抜粋）
●分譲対象　自己の居住する専用住宅または併用住宅
（居住部分の面積が延べ床面積の２分の１以上である
こと）を建築する方に限ります。
●譲渡物件　現状のまま、引き渡します。
●分譲地の共有可能範囲　申込者の父母、配偶者、配偶
者の父母、子、子の配偶者
●転売等の期限　譲渡契約の締結日から５年間は、分譲地
の所有権を他人に譲渡または貸与することはできません。
●買戻特約　譲渡契約の締結の日から５年間に契約に違
反したときは、｢譲渡代金をもって買戻す｣旨の特約登記
を市から譲受人への所有権移転登記と同時に行います。
●公租公課　分譲地の公租公課（不動産取得税・固定資
産税など）は、所有権移転の日以降、譲受人の負担と
なります。
●契約の解除等　譲渡契約の締結日から５年間に契約条
項に違反したときは、契約の解除、土地の買戻し（譲
渡価格による）を行います。この場合、違約金（譲渡価
格の10％）を納入していただきます。

分譲宅地紹介謝礼金制度
★市では、宅地を探している方を紹介いただいた方に謝礼金を
支払う制度を導入しています。

★謝礼金の額は、１物件当たりの定額分50,000円と分譲価格の１％
に相当する定率分（千円未満切捨て）の合計額となります。

★支給要件など詳細は、問い合わせてください。

■分譲面積・価格
【第1分譲地】
区画
番号 宅地面積 菜園面積 合計面積 譲渡価格

7 361.50㎡ 30.84㎡ 392.34㎡ 4,362,000円

【第2分譲地】
区画
番号 面積 単価 譲渡価格

3 300.01㎡ 14,200円/㎡ 4,260,000円

10 523.31㎡ 11,400円/㎡ 5,965,000円
※上記の譲渡価格には、上水道加入金、下水道負
担金が含まれています。

《問合せ》建設課建設管理係☎23-1115

但東「相
あ い

田
だ

土
は

生
ぶ

ケ
が

丘
お か

分譲宅地」分譲中!!

☆
第
1
分
譲
地
は
自
家
菜
園

付
の
物
件
で
す

☆
田
舎
暮
ら
し
が
満
喫
で
き

ま
す

☆
シ
ル
ク
温
泉
が
す
ぐ
そ
こ

で
す

　　認定
こども

　　認定
こども



広報とよおか　2013.6.25 14

外
で
も
自
由
に
降
り
る
こ
と
の

で
き
る「
フ
リ
ー
降
車
」区
間
を

設
定
。

　

地
元
区
関
係
者
、
市
職
員
、
全

但
バ
ス
職
員
の
三
者
で
、
清
滝
・

西
気
地
区
で
の
戸
別
訪
問
を
実
施

し
、
地
域
の
方
々
に
対
し
、
社
会

実
験
の
意
義
や
神
鍋
線
の
重
要
性

を
直
接
P
R
し
ま
し
た
。

○
実
施
期
間　

4
月
22
日
〜
30
日

○
訪
問
先　

清
滝
お
よ
び
西
気
地

区
7
6
0
戸

　

こ
の
社
会
実
験
は
、大
幅
な「
利

用
者
負
担
の
軽
減
」と「
利
便
性
の

向
上
」が
、
路
線
バ
ス
の
維
持
活

性
化
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
利
用
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
に
よ
り
取
り
組
む
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
に
つ
い
て
、
第
二
期
実
験
の
取
組
み
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

　

第
二
期
ス
タ
ー
ト
2
カ
月
間
の

利
用
実
績
は
、
対
前
年
比
の
約

2
8
0
0
人
増
で
利
用
が
伸
び
て

い
る
一
方
、
目
標
に
対
し
て
は

82
・
4
％
の
達
成
率
で
し
た
。
平

日
の
利
用
が
大
幅
に
伸
び
て
い
る

一
方
、
休
日
の
利
用
が
伸
び
悩
ん

で
お
り
、
そ
の
利
用
拡
大
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

〈
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○
通
学
・
通
勤
エ
ク
ス
プ
レ
ス
便
の

土
曜
日　

増
発

　
　

午
前
7
時
台
の
J
R
豊
岡
方

面
行
き
電
車
に
接
続
す
る
エ
ク

ス
プ
レ
ス
便
を
土
曜
日
に
増
発
。

○
通
院
・
買
い
物
に
便
利
な

「
ぼ
ち
ぼ
ち
便
」を
新
設

　
　

沿
線
地
区
を
よ
り
細
か
く
回

り
、
通
院
や
買
い
物
に
出
掛
け

る
高
齢
者
に
便
利
な「
ぼ
ち
ぼ

ち
便
」（
1
日
1
往
復
）を
設
定
。

○
県
立
但
馬
ド
ー
ム
へ
の
乗
入
れ

　
　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
多
く
の
方
が
利
用
す
る

「
県
立
但
馬
ド
ー
ム
」へ
の
土
・

日
曜
日
、
祝
日
に
乗
り
入
れ
、

地
域
内
だ
け
で
な
く
地
域
外
の

利
用
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

○「
フ
リ
ー
降
車
」の
設
定

　
　

一
部
の
区
間
に
、
バ
ス
停
以

4

｜

5
月
の
利
用
実
績
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
利
用
方
法
で

社
会
実
験
に
参
加
を
！

沿
線
地
区
を
対
象
に

戸
別
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た

今
年
も
や
り
ま
す
！

「
神
鍋B

eer N
ight!

」

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
！

〜
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

　

道
の
駅「
神
鍋
高
原
」と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
神
鍋B

eer 
N
itgh!2013

」を
今
年
も
実
施
し

ま
す
。
夏
の
夜
の
神
鍋
高
原
で
暑

気
払
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、

神
鍋
線
の
帰
り
の
便
も
増
発
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

神
鍋B

eer N
ihgt!2013

○
期
間　

7
月
5
日
〜
8
月
23
日

の
毎
週
金
曜
日

○
場
所　

道
の
駅「
神
鍋
高
原
」

○
内
容　

男
性
2
8
0
0
円　

女
性
2
5
0
0
円（
飲
み
放
題
、

片
道
乗
車
券
付
き
）

※
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」

☎
45

1
3
3
1

《目標達成率》

うち休日

うち平日

４－5月

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

62.1％

91.6％

82.4％

《目標と年度別利用者数》

目標（4－5月） H24.4－5月 H25.4－5月0
1,000

6,000

11,000

16,000

21,000
（人）

20,222

13,826
16,661

▲三者による戸別訪問の様子

▲昨年のビアナイトの様子

▲小回りのきく低床車両で細かく運行

ビ
ア　
　
　
　

ナ
イ
ト



広報とよおか　2013.6.2515

毎月第２水曜日は豊岡ノーマイカーデー!

　　　　　　　　　　　　　【５月の結果】
・参加事業者数：15団体　・個人参加の市民：７人　・参加総数：277人
・二酸化炭素（CO2）の削減量：約650kg
・マイカーを自粛した距離：2,770km（豊岡－東京間２往復の距離）
　※CO2排出削減効果は、〔燃料節減量（ℓ）×ガソリンCO2排出係数（2.32kg-CO2/ℓ）〕と
　　仮定しています。
　※燃料節減量は、前提条件をガソリン、燃費10km/ℓと仮定しています。
　※自粛した距離は、１人10kmと仮定しています。

◆第２期「豊岡ノーマイカーデー」をスタートしています（９月まで）。事業所の方も個人の方も、ぜひ、
取り組んでください。

　・事業所で参加  →  １期につき企業エコポイント2,500ポイント  +  参加者に１回につき市民エコポ
　　　　　　　　　　 イント１ポイント付与
　・個人で参加  →  １回につき市民エコポイント１ポイント付与
　　　　　　　　　《登録・報告・問合せ》都市整備課交通政策係☎23-1712　FAX22-1839
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　メールアドレス　toshi@city.toyooka.lg.jp 

第10回は７月10日（水）
たまにはバスや電車も
ええもんじゃ！

協
賛
企
業
・
店
舗
募
集

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
の
ふ

れ
あ
い
や
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
と
よ
お
か
家
族
の

日
」「
と
よ
お
か
家
族
の
月
間
」の

趣
旨
に
賛
同
し
、
子
育
て
家
庭
を

対
象
に
し
た
支
援（
割
引
制
度
や

家
族
の
ふ
れ
あ
い
事
業
の
企
画
な

ど
）に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
市

内
の
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

7
月
1
日（
月
）〜
31
日（
水
）

○
協
賛
内
容

▽
料
金
の
割
引
な
ど

　

商
品
の
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
加
算
、

景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
割
引
チ

ケ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

▽
行
事
の
開
催

　

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
、
親
の

職
場
参
観
、
工
場
見
学
・
体
験

な
ど

▽「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」の
P
R

貴
社
発
行
の
機
関
紙
、
広
告
な

ど
※
既
存
の「
と
よ
お
か
子
育
て
家

庭
応
援
カ
ー
ド
」と
異
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
支
援
対
象
家
族

　

市
内
に
在
住
し
、
15
歳
未
満
の

子
ど
も
が
い
る
家
族

○
確
認
方
法

　

対
象
家
族
に
配
布
す
る
カ
ー
ド

で
確
認

○
依
頼
期
間

　

10
月
1
日（
火
）〜
31
日（
木
）

※
10
月
8
日（
火
）の
み
も
可

○
周
知
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
子

育
て
セ
ン
タ
ー
会
員
・
保
育
園
・

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
を
通
じ
て
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
一
覧
を
配
布

○
申
込
方
法

　

申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

在
宅
の
親
子
の
皆
さ
ん
へ

　

希
望
者
は
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で

カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
涯
学
習

課（
〒
6
6
8

－0
0
4
5　

城

南
町
23

－

6
）

　

☎
23
0
3
4
1
FAX　
24
4
6
6
9

10
月
8
日
は
…「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」②

と　
　
　

 

よ
う
か

◆
一
般
の
部

安
売
り
も
結
局
高
い
要
ら
ぬ
物　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梶
政
幸
）

父
捨
て
る
も
っ
た
い
な
い
で
母
ひ

ろ
う　
　
　
　
　
（
数
森
ち
え
の
）

捨
て
る
前
少
し
考
え
再
利
用　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
数
森
好
章
）

ゴ
ミ
置
き
場
ま
さ
か
ま
さ
か
が
捨

て
て
あ
る　
　
　
（
門
脇
か
ず
お
）

ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
心
を
捨
て
な

い
で　
　
　
　
　
　
（
金
子
秀
重
）

残
さ
ず
に
も
っ
た
い
な
い
の
エ
コ

家
族　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
田
誠
）

い
つ
か
ま
た
使
う
つ
も
り
が
ご
み

と
化
し　
　
　
　
　
　
（
昌
太
郎
）

俺
の
後
妻
つ
き
回
り
電
気
消
す

　
　
　
　
　
　
　
（
亀
井
千
代
蔵
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

家
中
の
ス
イ
ッ
チ
の
下
消
す
の
文

字　
　
　
　
　
　
（
笠
谷
恵
理
奈
）

冷
蔵
庫
な
る
べ
く
も
の
を
入
れ
な

い
で　
　
　
（
M
・
Y
・
A
・
Y
）

自
動
車
の
ア
ク
セ
ル
踏
ん
で
タ
イ

ヤ
減
る　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

言
う
こ
と
と
や
っ
て
る
こ
と
が
矛

盾
す
る　
　
　
　
（
川
崎
明
寿
香
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･

敬
称
略
）
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※
全
額
・
一
部
免
除
を
受
け
る
と
、

定
額
納
付
と
比
べ
て
老
齢
基
礎

年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
場
合
は
、
一
部
納

付
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
扱
い
に
な
り
ま
す
。

▽
免
除
対
象
者　

本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
全
員（
若
年
者

　

国
民
年
金
に
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
失
業
や
前
年
所
得
が

少
な
い
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
に
は
、
納
付
が
免
除

さ
れ
る「
申
請
免
除
」や
納
付
が
猶

予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
」の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
不
慮
の
事

故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
に
、
保
険
料
未
納

の
ま
ま
で

は
受
給
で

き
る
は
ず

の
障
害
基

礎
年
金
や

遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
16
日

（
火
）・
22
日（
月
）・
29
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

納
付
猶
予
制
度
の
場
合
は
、
30

歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
）が
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当

す
る
方

▽
要
件

①
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

（
左
表　

参
照
）　

②
平
成
24
年
4
月
以
降
に
失
業
・

倒
産
・
事
業
の
廃
止
が
あ
っ
た

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い

る
▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
な
ど（
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
）

②
印
鑑

③
失
業
の
場
合
は
、「
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
」ま
た
は「
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
」の
写
し

な
ど

④
廃
業
の
場
合
は
、「
廃
業
証
明

書
」な
ど

⑤
平
成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の「
平
成
25
年
度
所

得
証
明
書
」

　
（
要
件
②
④
⑤
に
該
当
す
る
方

は
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

▽
所
得
申
告　

免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
期
間　

7
月
1
日
〜
平
成

26
年
6
月
30
日（
1
年
間
）

▽
追
納
制
度　

免
除
や
猶
予
を
受

け
た
期
間
は
、
定
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
て
将
来
受
給
す
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

（
追
納
）が
で
き
、
そ
の
期
間
は

減
額
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

た
だ
し
、
承
認
年
度
か
ら
3

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
し

た
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
受
付
開
始

7月から

〈納付・全額免除・一部免除・納付猶予と未納の違い〉
納付状況

年金の種類 納付 申請免除
（全額・一部）

若年者
納付猶予 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間）
○ ○（※） ○ ×

老
齢
基
礎

年
金

（受給資格期間） ○ ○（※） ○ ×

（年金額） ○ ○（※） × ×

　　　　　　　　　  「○」受給資格期間・年金額に反映される
　　　　　　　　　  「×」受給資格期間・年金額に反映されない

〈免除区分ごとの対象となる所得の目安表〉
区　分 単身世帯 １人扶養 ３人扶養

全額免除・若
年者納付猶予 57万円 92万円 162万円

４分の３免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円
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度
上
昇
を
緩
和
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
断
熱
効
果
で
す
。

こ
れ
は
部
屋
の
温
度
を
一
定
に
保

つ
も
の
で
、
夏
は
冷
房
、
冬
は
暖

房
効
果
を
外
に
逃
が
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
二
つ
の
効
果
で
、
部
屋
の

温
度
を
快
適
に
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
ガ
ラ
ス
の
塗
布
で

は
、
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
が
施
工
す
る

こ
と
で
、〝
塗
布
を
感
じ
さ
せ
な

い
〞
透
明
感
の
あ
る
美
し
い
仕
上

が
り
に
な
り
ま
す
。

̶
環
境
効
果
は
？

　

夏
な
ら
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
で
2
〜
3
度
の
遮
熱
効
果
が
あ

̶

建
物
な
ど
へ
の
遮
熱
断
熱
塗
料

の
塗
布
事
業
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
？

　

当
社
は
、
元
来
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
会
社
で
、
業
界
の
研

究
会
で
、
遮
熱
断
熱
塗
料
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
を

受
け
、
豊
岡
で
も
需
要
が
あ
る
と

考
え
て
、
事
業
化
し
ま
し
た
。

̶

商
品
の
特
徴
は
？

　

商
品
に
は
二
つ
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
遮
熱
効
果
で
す
。

例
え
ば
、
ガ
ラ
ス
に
塗
布
す
る
と
、

遠
赤
外
線
を
95
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

カ
ッ
ト
し
て
、
太
陽
熱
に
よ
る
温

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

有
限
会
社
総そ
う

美び
（
幸
町
）

̶

遮
熱
断
熱
塗
料
お
よ
び
コ
ー
ト
の
塗
布

̶

企業紹介

り
、
真
夏
の
ジ
リ
ジ
リ
感
を
大
幅

に
低
減
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
な
ら
、
暖
房
熱
を
逃

が
さ
ず
、
暖
房
効
率
が
15
〜
20
パ

ー
セ
ン
ト
上
が
り
ま
す
。
そ
の
分
、

電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

̶

価
格
は
？

　

当
社
は
一
般
に
使
用
さ
れ
る
塗

料
お
よ
び
コ
ー
ト
の
他
に
独
自
開

発
し
た
塗
料
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

独
自
開
発
し
た
も
の
は
、
比
較
的

安
価
で
高
性
能
で
す
。
塗
布
施
工

の
価
格
は
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
一
般
的
な
家
庭
で
、
数
万

円
〜
十
数
万
円
程
度
で
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
へ
の
塗
布
の
他
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
塗
布
す
る
こ
と

で
、
表
面
の
汚
れ
を
防
止
し
、
発

電
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
企
業
の
お

客
様
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
個
人

の
お
客
様
に
も
、
施
工
を
勧
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
商
品
は
、
豊
岡
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
対
象
な
の
で
、
併

せ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
24

3
5
3
7

▲断熱効果実験。右の塗布済みの
方が、左の塗布なしより、温度上
昇が少ない

○32

　

日
本
に
創
業
1
0
0
年
以
上
の

長
寿
企
業
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
?
実
は
、
全
国

に
推
定
で
5
万
社
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
わ
が
国
は
世
界
一
の
長

寿
企
業
大
国
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
長
寿
企
業
の

96
パ
ー
セ
ン
ト

は
中
小
企
業
で

す
。
つ
ま
り
、

長
寿
企
業
の
多
い
中
小
企
業
は
、

事
業
承
継
が
う
ま
い
と
い
う
こ
と

が
い
え
ま
す
。

　

長
寿
の
業
種
と
し
て
は
、
食

品
・
飲
料
・
酒
・
医
薬
・
繊
維
な

ど
の
製
造
業
、
地
域
の
方
々
の
生

活（
衣
食
住
）関
連
商
品
を
扱
う
小

売
業
・
卸
売
業
…
と
続
く
よ
う
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
近
所
に
も
心
当

た
り
の
あ
る
会
社
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
?

　

長
寿
の
理
由
は
、
創
業
者
一

族
が「
家
業
の
継
続
」と「
企
業
理

念
の
実
現
」を
目
指
し
て
経
営
し
、

「
伝
統
の
継
承
」と「
革
新
」に
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

生
き
延
び
る
こ
と
は
、
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の
コ

ツ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
積
極
的
に
経
営
革
新
に
取
り
組

む
②
将
来
に
必
要
な
人
材
の
確
保
と

育
成
に
取
り
組
み
、
社
員
を
大

切
に
す
る

③
①
と
②
の
経
営
を
行
う
し
っ
か

り
し
た
後
継
者
を
育
成
す
る

　

豊
岡
市
の
長
寿
企
業
が
こ
れ
か

ら
も
末
永
く
続
い
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
が
元
気
に
な
り
、
新
し
い
雇

用
が
生
ま
れ
、
地
元
に
若
い
方
々

が
帰
っ
て
き
ま
す
。
自
分
た
ち
の

生
ま
れ
た
土
地
で
、
幸
せ
に
生
き

て
い
く
こ
と
は
、
素
敵
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
?

＊
引
用
・
参
考
文
献
＊

後
藤
俊
夫（
2
0
0
9
）「
三
代
、

1
0
0
年
潰
れ
な
い
会
社
の
ル
ー

ル
」プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
久
保
田
章

市（
2
0
1
1
）「
な
ぜ
、
日
本
に

は
長
寿
中
小
企
業
が
多
い
の
か
」

K
oreá

s Sm
all Giants Forum

資
料
よ
り

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
③

　
　
世
界
一
の
長
寿
大
国
、
ニ
ッ
ポ
ン
！

左：通常のガラス
右：塗布済みガラス



　

大
正
14
年
5
月
23
日
に
発
生
し

た
北
但
大
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
災
害
経
験

を
防
災
・
減
災
対
策
に
生
か
す
た

め
、
5
月
19
日
、
中
筋
地
区
公
民

館
を
会
場
に
北
但
大
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
イ
ベ
ン
ト「
地
震
に
備
え
る
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
筋
地
区
を
対
象
に

防
災
行
政
無
線
放
送
を
活
用
し
た

「
地
震
安
全
行
動
訓
練
」を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
出
前
講
座
、
展
示
で
、

家
庭
や
地
域
で
で
き
る
地
震
へ
の

　

5
月
17
日
、
在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル

国
総
領
事
館
総
領
事
チ
ョ
ナ
イ
・

ク
ラ
ン
ダ
さ
ん
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル
国
総
領
事
館

は
平
成
24
年
3
月
に
開
設
。
ク
ラ

ン
ダ
総
領
事
は
本
年
4
月
に
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
領
事
は
、
石
高
雅
信
教
育
長

と
対
談
し
、「
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル

民
族
博
物
館
」を
訪
問
。「
モ
ン
ゴ

ル
国
の
文
化
を
日
本
に
広
く
紹
介

す
る
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物

備
え
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、消
火
器
・

消
火
栓
の
使
用
の
実
地
訓
練
に
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

館
に
、
ぜ
ひ
、
来
た
か
っ
た
。
モ

ン
ゴ
ル
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
28
日
か
ら
29
日
ま
で
、
韓

国
忠チ
ュ
ン

清チ
ョ
ン

南ナ
ム

道ド

禮
山
郡
か
ら
、
郡
守

の
崔チ
ェ　

昇ス
ン

佑ウ

さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
視
察
団
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

同
団
は
、県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
や
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
、

カ
ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会

社
、
た
じ
ま
ん
ま
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
復
元

セ
ン
タ
ー
と
禮
山
郡
が
中
心
に

な
っ
て
、
一
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
復
活
と
共
生
を
目
指
す

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
計
画
」が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

禮
山
郡
と
本
市
と
の
官
民
交
流

は
、同
郡
で
の
野
生
復
帰
計
画
が
決

ま
っ
た
平
成
21
年
か
ら
始
ま
り
、

昨
年
は
中
貝
市
長
が
放
鳥
予
定
地

を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
禮
山
郡
と
本
市
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
通
し
て
持
続
可
能
な
環
境
都

市
を
実
現
す
る
た
め
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
野
生
復
帰
に
関
す
る
友
好
交
流

合
意
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。
合

意
書
に
は
①
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
た
め
の
情
報
・
資
料
・
技
術

協
力
②
行
政
・
管
理
人
材
の
教
育
・

研
修
交
流
の
推
進
③
環
境
創
造
型

農
業
の
協
力

－

な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

韓
国
禮イ

エ

山サ
ン

郡
視
察
団
が
来
訪
し
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
に
関
す
る
友
好
交
流
合
意
書
」締
結

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
5
月
】

14
日
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」

（
15
・
16
・
21
〜
23
日
、

28
〜
30
日
、
６
月
18
〜
20

日
）

16
日
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
復

興
応
援
の
旅（
〜
18
日
）

　
　

・「
い
の
ち
の
輝
き
体
験
教

育
旅
行
」来
訪（
〜
18
日
、

23
〜
25
日
、
28
〜
30
日
）

22
日
・
市
政
懇
談
会（
出
石
、但
東
、

23
日
・
日
高
、
29
日
・
豊

岡
、
30
日
・
竹
野
、
６
月

３
日
・
城
崎
）

24
日
・
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避

難
場
所
提
供
等
に
関
す
る

協
定
締
結

26
日
・
豊
岡
防
災
公
園
完
成
記
念

式
典
・
イ
ベ
ン
ト

28
日
・
韓
国
禮
山
郡
と「
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
に
関
す
る

友
好
交
流
合
意
書
」締
結

29
日
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

31
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

6
月
26
日
）　　

【
6
月
】

3
日
・
豊
岡
市
第
４
次
外
国
人
漁

業
研
修
生
修
了
証
授
与
式

8
日
・
大
雨
・
洪
水
防
災
訓
練

▲崔禮山郡守（左）から中貝市
長へ木彫の亀の贈り物

▲禮山郡と締結した「コウノトリ野生
復帰に関する友好交流合意書」

▲モンゴル草原の暮らしと文
化の展示を見学する総領事▲消火器使用の実地訓練

〜
決
し
て
忘
れ
ず　

教
訓
に
〜

北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
地
震
に
備
え
る
」を
開
催

在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル
国
総
領
事
館

総
領
事
チ
ョ
ナ
イ・ク
ラ
ン
ダ
氏
が
来
訪

広報とよおか　2013.6.25 18



　

表
札
の
上
に
、
ツ
バ
メ
が
巣
を

作
り
ま
し
た
。

　

昨
年
も
そ
う
で
し
た
。「
中
貝
」

の
字
の
上
を
泥
が
し
た
た
り
落
ち

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
あ
ん
ま
り

「
中
貝
宗
治
」が
か
わ
い
そ
う
だ
と
、

家
人
が
洗
い
流
し
、
表
札
を
外
し

た
後
に
籠
を
設
置
し
ま
し
た
。
が
、

ツ
バ
メ
は
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
。

　

顛
末
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
載

せ
た
と
こ
ろ
大
反
響
。「
ツ
バ
メ
が

巣
を
作
る
な
ん
て
縁
起
が
い
い
」

「
泥
く
ら
い
辛
抱
す
べ
き
で
す
」

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
ツ
バ
メ
も
一
緒

で
し
ょ
？
」「
市
長
ら
し
く
な
い
」。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

長
の
柳
生　

博
さ
ん
が
豊
岡
に
来

ら
れ
た
と
き
、
そ
の
話
を
し
ま
し

た
。

「
お
い
、
中
貝
君
、
ケ
チ
な
こ
と

を
す
る
な
。
表
札
く
ら
い
な
ん
だ
、

貸
し
て
や
れ
！
」「
ツ
バ
メ
は
減
っ

て
い
る
ん
だ
。
里
山
の
自
然
や
農

耕
地
が
減
っ
て
、
お
ま
け
に
家
が

洋
風
化
し
て
巣
を
作
る
場
所
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」。

　

見
る
と
、
柳
生
さ
ん
の
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
に
は
、
ツ
バ
メ
の
バ
ッ
ジ
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。「
日
本
野
鳥
の

会
で
全
国
に
呼
び
掛
け
て
、
ツ
バ

メ
の
実
態
調
査
を
し
て
い
る
ん
だ
。

消
え
ゆ
く
ツ
バ
メ
を
守
ろ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
る
の
を
知

ら
な
い
の
か
？
こ
れ（
バ
ッ
ジ
）や

る
か
ら
、
表
札
、
貸
し
て
や
れ
」。

　

そ
れ
か
ら
ど
ん
な
話
に
な
っ
た

の
か
、
お
互
い
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い

て
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
野
鳥
の
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
消
え
つ

つ
あ
る
の
は
人
と
ツ
バ
メ
の
つ
な

が
り
で
し
た
」と
あ
り
ま
し
た
。

　

罪
滅
ぼ
し
に
と
、
庁
舎
建
設
担

当
に
、「
新
庁
舎
の
ど
こ
か
に
ツ
バ

メ
の
巣
が
で
き
る
よ
う
に
台
を

作
っ
て
や
っ
て
く
れ
」と
懇
願
し
、

検
討
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
、
今
年
で
す
。
表
札
の
上
に

は
砦と
り
で

の
よ
う
な
立
派
な
巣
が
で
き

ま
し
た
。
も
う
誰
も
、
私
の
ツ
バ

メ
に
対
す
る
海
よ
り
も
深
い
愛
情

を
疑
う
人
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

や
っ
て
く
る
ツ
バ
メ
を
長
男
が

「
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」と
名
付
け
ま
し
た
。

「
そ
れ
、
カ
モ
メ
で
し
ょ
？
」と
さ

っ
そ
く
指
摘
が
。
ふ
ん
だ
ら
け
の

玄
関
の
上
で
、
さ
て
今
年
は
ヒ
ナ

が
か
え
る
の
か
。
今
年
も
柳
生
さ

ん
は
怒
る
の
か（
来
年
に
続
く
…

た
ぶ
ん
）。

　

6
月
8
・
9
日
、〝
夢
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
!
〞小
・
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室『
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ

ー
ビ
ー
ズ 

in 

豊
岡
』を
総
合
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
な
ど
と

直
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
動

や
あ
こ
が
れ
、
希
望
の
夢
を
育
み
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
得
す
る

こ
と
を
支
援
し
、
基
礎
体
力
や
技

術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

6
月
8
日
は
、
市
内
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
約
1
8
0

人
が
、
9
日
は
市
内
中
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
員
約
1
3
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
井
上
香
織
さ
ん
ら
Ⅴ
・
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
活
躍
中
の
デ
ン

ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
の
選
手
15

人
と
監
督
な
ど
を
指
導
者
に
迎
え

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
選
手
と
交
流

し
な
が
ら
準
備
運
動
を
し
、
模
範

プ
レ
ー
を
交
え
た
、
丁
寧
で
細
や

か
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
井
上
選
手
は
自
身
の
経

験
を
語
り
な
が
ら「
諦
め
ず
に
夢

に
向
っ
て
頑
張
っ
て
」と
激
励
し

ま
し
た
。　

　

5
月
24
日
、
災
害
時
に
お
け
る

福
祉
避
難
場
所
提
供
な
ど
に
つ
い

て
、
但
馬
障
害
者
通
所
施
設
連
絡

会（
会
長
・
宮
下
典
子
、
16
施
設
）

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
連
絡
会
の
加
盟
施
設

の
う
ち
の
14
施
設
か
ら
施
設
長
や

支
援
員
が
出
席
し
、宮
下
会
長
と
中

貝
市
長
が
協
定
に
署
名
し
ま
し
た
。

  

災
害
時
は
行
政
だ
け
で
は
行
き

届
か
な
い
面
も
多
く
、
関
係
施
設

の
協
力
は
大
き
な
力
。
お
互
い
に

支
え
あ
っ
て
今
後
の
備
え
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

〔
協
定
の
内
容
〕

①
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
避
難
場

所
の
提
供

②
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
な

ど（
指
定
避
難
所
な
ど
で
の
支

援
な
ど
を
含
む
）

③
可
能
な
範
囲
で
の
災
害
時
要
援

護
者
の
福
祉
避
難
場
所
へ
の
移

〜
災
害
時
対
応
に
新
た
な
力
〜

「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
場
所
提
供
等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

〝
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〞小
・
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

『
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ 

ｎｉ 

豊
岡
』を
開
催

ツ
バ
メ
の
巣
づ
く
り

68

▲選手の指導を受ける子どもたち
▲協定書に署名する宮下会長
（右）と中貝市長

送
④
そ
の
他
、
加
盟
施
設
が
可
能
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
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城
崎
の
玄
関
口
で
、外
国
人
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、国
内

の
観
光
客
に
城
崎
の
ま
ち
を
案
内
す
る
元
気
な
女
性
を
紹

介
し
ま
す
。

河
原
ひ
と
み
さ
ん（
24
歳
）城
崎
町
湯
島

城
崎
の
ま
ち
の
良
さ
を
世
界
に
発
信
！城崎の玄関口で観光客を案内

　

城
崎
に
来
る
外
国
人
観
光
客
は
、

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
の
方
が
主
で
す
が
、
最
近
で
は

ア
ジ
ア
か
ら
の
方
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
4
・
5
月
の
外
国

人
観
光
客
の
数
は
去
年
に
比
べ
て

増
え
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
か
ら
よ
く
あ
る

質
問
は「
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
電
車

の
出
発
ま
で
に
時
間
が
あ
る
。
そ

れ
ま
で
の
時
間
を
有
効
に
使
い

た
い
の
だ
が
?
」。
河
原
さ
ん
は

「
ま
ず
お
客
さ
ん
が
何
を
し
た
い

の
か
、
何
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

の
か
な
ど
、
要
望
を
聞
い
た
上
で

案
内
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
楽
し
い
！

　
「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
こ
と

が
楽
し
い
」と
河
原
さ
ん
。
日
本

に
初
め
て
来
ら
れ
た
方
は
、
不
安

に
思
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の

で
、「
案
内
す
る
中
で
そ
う
し
た
不

安
を
取
り
除
い
て
あ
げ
た
い
で
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
英
語
以
外
の
言

葉
も
学
ん
で
、
多
く
の
方
に
城
崎

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、『
城
崎

に
行
っ
て
み
た
い
』と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
た
い
で
す
」と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

案内する際に活躍する英語表記の地図

と
、
ま
た
地
域
の
役
に
立
て
る
と

の
思
い
か
ら
決
め
ま
し
た
。

　

河
原
さ
ん
が
英
語
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
の
は
中
学
生
の
と
き
。

A
L
T（
外
国
語
指
導
助
手
）の

先
生
と
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
そ
し
て
、
大
学

で
英
語
の
講
義
を
受
講
し
た
こ
と

や
校
内
で
A
L
T
の
先
生
と
話
を

し
た
り
、
独
学
で
勉
強
し
た
り
す

る
中
で
英
語
力
を
養
っ
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
も
英
語
力
を
磨
く
た
め
、

英
会
話
教
室
に
通
っ
た
り
、
市
内

の
在
住
外
国
人
と
交
流
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
と
、
な

る
べ
く
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
作

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
生
の
英

語
に
触
れ
て
い
た
ほ
う
が
勉
強
に

な
る
の
で
」と
河
原
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

城
崎
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　

河
原
さ
ん
は「
城
崎
の
良
さ
は
、

町
並
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
浴

衣
で
ま
ち
を
散
策
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。
最
近
で
は
、
ま
ち
の
中
に

も
少
し
ず
つ
英
語
表
記
の
標
識
が

設
置
さ
れ
、
外
国
人
観
光
客
を
迎

え
入
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
に
城
崎
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と
話

し
ま
す
。

　

市
内
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客

に
対
し
て
、
観
光
案
内
を
行
い
、

仕
事
を
通
じ
て
地
域
を
元
気
に
し

て
い
る
の
が
河
原
ひ
と
み
さ
ん
で

す
。

英
語
力
を
養
い
、
活
用

　

河
原
さ
ん
は
、
生
ま
れ
も
育
ち

も
城
崎
で
、
三
重
県
の
大
学
を
卒

業
し
た
後
、
ふ
る
さ
と
で
働
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、J
R
城
崎
温
泉
駅

正
面
に
あ
る
城
崎
温
泉
旅
館
協
同

組
合
事
務
所
内
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
は
、
平
成
24
年
4
月
17
日
に

開
設
さ
れ
、
河
原
さ
ん
た
ち
英
会

話
の
で
き
る
事
務
員
が
常
駐
し
、

外
国
人
観
光
客
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
の
観
光
客
に
対

し
て
も
城
崎
だ
け
で
な
く
、
豊
岡

市
全
域
の
観
光
案
内
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
観
光
案
内
の
ほ
か

に
も
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用

し
て
英
語
で
城
崎
の
情
報（
イ
ベ

ン
ト
や
風
景
の
写
真
付
き
）を
毎

日
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

河
原
さ
ん
は
、
同
カ
ウ
ン
タ
ー

で
働
く
事
を
、
今
ま
で
勉
強
し
て

き
た
英
語
を
生
か
せ
る
と
い
う
こ

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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腕
を
振
る
た
び
銭
の
音
!?

ひ
ま
わ
り
の
会（
日
高
）

　
「
銭ぜ

に

太だ
い

鼓こ
（
民
俗
的
リ
ズ
ム
楽

器
）」を
駆
使
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
輝

き
を
見
せ
て
い
る「
ひ
ま
わ
り
の

会
」の
皆
さ
ん
。
日
高
町
道
場
の

女
性
12
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
成
は
平
成
14
年
。
き
っ
か
け

は
、
敬
老
会
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
女
性
た
ち
が
余

興
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
銭
太
鼓
を
教
わ

っ
た
こ
と
か
ら
。
今

は
、
衣
裳
や
振
り
付

け
な
ど
、
役
割
分
担

し
、
創
作
ダ
ン
ス
さ

な
が
ら
、
毎
年
2
曲
、

演
歌
や
民
謡
、
懐
メ

ロ
な
ど
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
原
則
、
練

習
は
月
に
2
回
。
銭
太
鼓
は「
銭

の
鳴
る
音
」が
特
徴
で
、
踊
り
の

伴
奏
に
使
用
し
ま
す
。
座
っ
た
ま

ま
演
じ
る
た
め
、
派
手
さ
が
な
い

分
、
上
半
身
に
変
化
を
付
け
、
い

か
に
表
現
す
る
か
、
見
せ
方
に
工

夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

　

代
表
の
谷
口
明
子
さ
ん
は「
小

学
生
の
か
わ
い
い
仲
間
も
加
わ
り
、

会
場
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。
仲
間

の
輪
も
広
が
り
、
と
て
も
良
い
関

係
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、日
高
の
夕
べ
や
日
高

夏
祭
り
、
但
馬
ド
ー
ム
フェス
テ
ィ
バ

ル
、大
石
り
く
ま
つ
り
な
ど
に
も
出

演
し
、練
習
の
成
果
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
反
面
、「
活
動
の
幅
を
広

げ
る
た
め
、
発
表

す
る
場
が
欲
し
い
。

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

ど
う
す
れ
ば
出
演

で
き
る
か
、
そ
の

術
を
知
ら
な
い
」

と
の
本
音
も
…
。

　

そ
れ
で
も「
人

と
の
つ
な
が
り
が

活
動
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
」と

話
す
メ
ン
バ
ー
全
員
が
銭
太
鼓
を

楽
し
ん
で
い
て
、
公
演
後
や
年
末

の
打
ち
上
げ
も
大
い
に
盛
り
上
が

っ
て
い
る
と
か
。「
今
後
、
若
い
方

も
加
入
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
た
い
し
、
但
馬

地
域
の
他
グ
ル
ー
プ
と
も
交
流
し

て
み
た
い
」と
好
奇
心
も
旺
盛
！

　

今
日
も
ど
こ
か
で
銭
の
触
れ
合

う
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

▲ステージを降りても和気あいあい

　

5
月
25
日
、
城
崎
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
開
業
50

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
記
念
式
典
の
後
、
乗
客
先
着
2
0
0

人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
乗
車
料
金
の
割
引
サ
ー

ビ
ス
が
終
日
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、
大
師
山
の
山
麓
駅
と
山
頂

駅
の
往
復
。
片
道
7
分
の
空
中
散
歩
で
す
。
見
上

げ
る
と
輝
く
新
緑
、
眼
下
は
温
泉
街
と
水
を
た
た

え
た
円
山
川
、
ま
る
で
絵
の
よ
う
。
山
頂
で
は
フ

ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
や
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
8
日
と
16
日
は
、
こ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

発
案
者
・
太
田
垣
士
郎
さ
ん
ゆ
か
り
の
映
画「
黒

部
の
太
陽
」の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

5
月
26
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高
町
名
色
）

で
、TA

JIM
A
D
O
M

E
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
弾
き
語
り
、
楽
器
演
奏
、
ダ

ン
ス
、
歌
な
ど
、
数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
客
席
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

巨
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、1
0
0
店
以
上

が
軒
を
連
ね
、
来
場
者
は
品
定
め
を
し
た
り
、
掘

り
出
し
物
を
見
つ
け
て
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
体
を
動
か

し
、
食
べ
歩
き
コ
ー
ナ
ー
で
地
元
食
材
を
頬
張
る

…
普
段
と
違
う
姿
を
見
せ
た
ド
ー
ム
で
、
大
人
も

子
ど
も
も
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

城
崎
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
開
業
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

城
崎
の
魅
力　

空
か
ら
再
発
見

T

た

じ

ま

ド

ー

ム

A
JIM
A
D
O
M
E

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

開
館
15
周
年
の
ド
ー
ム
は
熱
気
ム
ン
ム
ン
！

▲大師山山麓駅からロープウェイに乗る乗客

▲品数豊富な巨大フリーマーケット
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
51

　
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
関
す
る
注
意
!!
〜

選
挙
の
あ
れ
こ
れ

広報とよおか　2013.6.25 22

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
選
挙
運

動
が
解
禁
さ
れ
ま
す
が
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

　
選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
選
挙

に
つ
い
て
、
特
定
の
候
補
者
の
当

選
を
目
的
と
し
て
行
う
さ
ま
ざ
ま

な
行
為
で
す
。
選

挙
運
動
を
実
施
で

き
る
の
は
成
人
の

み
で
、
期
間
は
告

示
・
公
示
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
選
挙
運
動
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

選
挙
運
動
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
5
月
26
日
に
公
職
選
挙
法

改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
7
月
の
参

院
選
・
知
事
選
か
ら
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動

が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に

伴
い
、
私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
選
挙

運
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
、
パ

ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
携
帯
電
話
な

ど
か
ら
も
簡
単
に
利
用
で
き
、
と

て
も
便
利
で
す
。
し
か
し
、
購
入

前
に
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、「
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」、

「
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
」な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
商
品
未
着
や
模
倣
品（
偽

物
）の
た
め
、
販
売
事
業
者
と
連

絡
を
取
ろ
う

と
し
て
も
連

絡
が
取
れ
な

い
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て

い
ま
す
。
気

を
付
け
て
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

相
談
事
例 

　
中
学
生
の
息
子
が
、
あ
る
メ
ー

カ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
注
文
し
た
。

サ
イ
ト（
※
注
）は
日
本
語
な
の
に

振
込
先
口
座
が
外
国
人
名
義
だ
っ

た
の
で
、
不
審
に
思
っ
た
が
、
ど

こ
も
売
り
切
れ
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
代
金
を
振
り
込
ん
だ
。
そ
の

後
、
国
際
郵
便
で
商
品
が
届
い
た

の
で
開
け
て
み
る
と
、
注
文
し
た

っ
た
上
で
可
能
で
す
が
、
返
品
不

可
の
表
示
が
あ
る
場
合
は
基
本
的

に
返
品
で
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
セ

ル
や
返
品
に
関
す
る
規
定
を
し
っ

か
り
読
み
、
気
に
な
る
こ
と
は
購

入
前
に
、
販
売
事
業
者
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●
サ
イ
ト
の
日
本
語
表
示
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
海
外
販
売
事
業
者
の
運
営
サ
イ

ト
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
と

気
付
か
ず
に

利
用
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
海
外
販
売
事
業
者

と
の
交
渉
は
言
葉
や
法
律
の
違
い

で
困
難
で
す
。
サ
イ
ト
内
の
日
本

語
が
不
自
然
で
あ
る
と
き
な
ど
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
豊

岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
注
…
サ
イ
ト

　
企
業
や
団
体
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
こ
と

シ
ュ
ー
ズ
と
色
が
違
う
上
、
作
り

も
粗
悪
で
本
物
か
疑
わ
し
か
っ
た
。

「
注
文
し
た
商
品
と
違
う
。
交
換

希
望
」と
再
三
メ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
が
、
何
の
連
絡
も
な
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

●
事
前
に
販
売
事
業
者
情
報
の
確

認
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
し
か
記
載
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
な
サ
イ
ト
で
の

取
引
は
危
険
で
す
。
販
売
事
業
者

の
所
在
地
や
連
絡
先
な
ど
の
情
報

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
購
入
商
品
が
模
倣
品
で
な
い
か

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
極
端
な
値
引
き
の
場
合
、
模
倣

品
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
模
倣

品
の
輸
入
は
、
消
費
者
が
法
律
違

反
に
問
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
利
用
規
約
を
読
み
ま
し
ょ
う

　
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
が

あ
り
ま
せ
ん
。

返
品
は
そ
れ

ぞ
れ
で
決
め

ら
れ
た
返
品

ル
ー
ル
に
従

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

9
0
0
1

③
選
挙
運
動

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
選
挙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4

《ネット選挙解禁でできること・できないこと》
ウェブサイトなどを用いた運動
（ホームページ、ブログなど）

電子メールを用いた運動
（電話番号方式など）

候補者・政党 ○ ○
一般有権者 ○ ×

備考
以下の表示が必要
・電子メールアドレスなど
（返信用フォームのURLなど）
※ハンドルネームのみは不可

以下の表示が必要
・選挙運動用メールである旨
・送信者の氏名、名称
・送信拒否通知をできる旨
・送信者の電子メールアドレス
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食
い
し
ん
坊
で
お
調
子
者
の
春
馬

く
ん
。思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
お

兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ね
！　
　
　
　

（
父 

健
一
・
母 

裕
美
、出
石
町
森
井
）

吉谷春
はる

馬
ま

ちゃん
（平成23年3月13日生）

　

い
た
ず
ら
大
好
き
♡
遊
ぶ
の
大
好

き
♡
悠
ち
ゃ
ん
は
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
の
宝
物
だ
よ
。

（
父 

智
巳
・
母 

由
美
恵
、高
屋
）

北本悠
ゆう

貴
き

ちゃん
（平成23年5月17日生）

　

駿
太
の
笑
顔
が
父
ち
ゃ
ん
も
母

ち
ゃ
ん
も
大
好
き
で
す
。あ
り
が
と

う
♡ （

父 
裕
作
・
母 

弘
子
、日
高
町
土
居
）

西岡駿
しゅん

太
た

ちゃん
（平成23年7月4日生）

　

2
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す

く
育
っ
て
ね
。　　
　
　
　
　
　
　

（
父 

洋
一
・
母 

千
波
、山
本
）

柗
まつ

本
もと

悠
はる

希
き

ちゃん
（平成23年1月29日生）

　

2
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

い
つ
も
み
ん
な
に
元
気
を
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。大
好
き
だ
よ
♡　
　
　

（
父 

洋
介
・
母 

奈
津
子
、九
日
市
上
町
）

鍜治畑里
り

桜
お

ちゃん
（平成23年2月22日生）

　

い
つ
も
癒
し
の
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
♡
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
と
っ
て
も

楽
し
み
だ
よ
☆

（
父 

和
也
・
母 

奈
緒
美
、上
佐
野
）

柳谷悠
ゆう

眞
ま

ちゃん
（平成23年12月31日生）

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
。い
つ
も
笑
顔

あ
り
が
と
う
。元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

敏
宏
・
母 

直
美
、八
社
宮
）

村尾優
ゆ

奈
な

ちゃん
（平成24年1月4日生）

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
萌
ち
ゃ

ん
♡
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
育
っ
て

ね
!!                      

（
父 

雅
也
・
母 

真
希
、野
田
）

渡邉萌
もえ

奈
な

ちゃん
（平成24年3月7日生）

■
農
業
災
害
補
償
制
度
65
周
年

記
念
表
彰

▽
植
松
清せ
い

司じ（
出
石
町
細
見
）

■
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

▽
新
田
義
孝（
中
郷
）

第
54
回
都
道
府
県
対
抗

な
ぎ
な
た
大
会
出
場

（
5
月
25
〜
26
日
、
長
崎
県
松
浦

市
）

▽
大
友
希の
ぞ

美み（
日
高
町
栃
本
）

▽
鳥
田　

円ま
ど
か（
高
屋
）

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す 

　
行
政
相
談
は
、国
や
特
殊
法
人
な

ど
の
仕
事
に
関
す
る
皆
さ
ん
か
ら

の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
受

け
、
そ
の
解
決
を
通
じ
て
行
政
運

営
の
改
善
を
図
る
制
度
で
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
7
人

の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。〔
任
期
2
年
〕

・
太
田
垣
秀ひ
で

典み
ち（
日
高
町
国
分
寺
）

・
渋し
ぶ

谷や

順じ
ゅ
ん

子こ（
但
東
町
唐
川
）

・
鈴
木
順よ
り

子こ（
九
日
市
上
町
）

・
角つ
の

岡お
か

充み

國く
に（
出
石
町
本
町
）

・
堀
田
晃
一
郎（
城
崎
町
湯
島
）

・
宮
代
俊し
ゅ
ん

一い
ち（
瀬
戸
）

・
山
崎　

守（
竹
野
町
東
大
谷
）

平
成
25
年
度
全
国
市
町
村

　
　
教
育
委
員
会
連
合
会

功
労
者
表
彰

▽
卯
野
敦
子（
梶
原
）

平
成
25
年
度
全
国
危
険
物

安
全
大
会

■
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

・
危
険
物
保
安
功
労
者（
個
人
）

▽
加
藤
俊し
ゅ
ん

次じ（
正
法
寺
）

平
成
25
年
度
兵
庫
県
危
険
物

安
全
・
安
心
大
会

■
兵
庫
県
知
事
表
彰

・
特
別
功
労
者

▽
吉
田
宗
一
郎（
津
居
山
）

■
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会
代
表

理
事
表
彰

・
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽
大
津
基
裕（
津
居
山
）

▽
宮
下
眞
澄（
奥
野
）

・
優
良
事
業
所

▽
株
式
会
社
ホ
ク
タ
ン（
中
陰
）

▽
幸
岡
石
油
株
式
会
社
円
山
川
給

油
所（
圡
渕
）

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。



●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000
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期
　
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調

月
間
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
と
非
行
の
防
止
、
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
こ
と
を
重
点
目

標
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
内
各
地
域
で
も
、
7
月
1
日

（
月
）か
ら
豊
岡
保
護
区
保
護
司
会
、

豊
岡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
に
よ

る
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
2

催
　
し

第
16
回
プ
ラ
ザ
寄
席「
ふ
れ
愛
亭
」

日
7
月
27
日（
土
）午
後
6
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

出
演
た
ん
た
ん
落
語
会
・
落
語
笑

年
団

料
全
席
自
由
一
般
5
0
0
円
、
高

校
生
以
下
3
0
0
円（
当
日
2 

0
0
円
増
）

他・
一
時
保
育（
対
象
…
1
歳
半
か

ら
就
学
前
の
子
ど
も
）は
、
7

月
17
日（
水
）ま
で
に
申
込
み

・
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
、
市
民
会
館
、
出
石
文
化
会

館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
、
図
書
館
本

館
・
但
東
分
館
、
城
崎
・
竹

野
・
日
高
地
区
公
民
館
で
販
売

問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

☎
24

3
0
0
0

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
図
書
館
本
館

○
手
作
り
絵
本
教
室

日
7
月
25
日（
木
）、8
月
2
日（
金
）・

8
日（
木
）・
22
日（
木
）・
29
日

（
木
）午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分（
全
5
回
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

対
小
学
生

内
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本

を
作
る

料
3
0
0
円（
材
料
代
）

定
30
人

申
期
7
月
1
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

○
夏
休
み
こ
ど
も
点
字
絵
日
記
教
室

日
7
月
26
日（
金
）、8
月
2
日（
金
）・

9
日（
金
）・
23
日（
金
）午
前
10

時
10
分
〜
正
午（
全
4
回
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

工
作
交

流
室

対
4
回
全
て
に

出
席
で
き
る

小
学
4
〜
6

年
生

内
点
字
絵
日
記
の
作
成

定
10
人

申
期
7
月
1
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1

■
図
書
館
城
崎
分
館

○
夏
休
み
子
ど
も
点
字
教
室

日
7
月
26
日（
金
）、8
月
2
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
2
回
）

所
城
崎
支
所　

2
階　

相
談
室（
城

崎
町
桃
島
）

対
小
学
生
以
上

定
10
人

申
期
7
月
22
日（
月
）

○
手
作
り
ま
い
・
ぶ
っ
く
教
室

日
8
月
8
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
城
崎
支
所　

2
階　

大
会
議
室

対
小
学
生
以
上

内
本
の
し
く
み
や
作
り
方
を
学
び
、

自
分
だ
け
の
ミ
ニ

本
を
作
る

定
15
人

申
期
8
月
1
日（
木
）

申
問
図
書
館
城
崎
分
館

　

☎
21

9
0
7
2

■
図
書
館
竹
野
分
館

○
た
け
の
こ
映
画
会

日
7
月
28
日（
日
）午
後
2
時
〜

マ
イ
ブ
ッ
ク
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所
竹
野
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
竹
野
支
所　

2
階
、
竹

野
町
竹
野
）

内
幼
児・児
童
向
け
ア
ニ
メ
ー
シ
ョン

○
点
子
ち
ゃ
ん
の
点
字
教
室

日
8
月
1
日（
木
）・
8
日（
木
）午

前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
2
回
）

所
竹
野
支
所　

3
階　

第
3
会
議

室（
竹
野
町
竹
野
）

対
小
学
生
以
上

定
10
人

申
期
7
月
28
日（
日
）

申
問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

■
図
書
館
日
高
分
館

○
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
7
月
26
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
日
高
支

所　

3
階
、
日
高
町
祢に
ょ
う布
）

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
歌
、読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
な
ど

定
50
人

申
問
図
書
館
日
高
分
館

　

☎
21

9
0
6
0

■
図
書
館
但
東
分
館

○
夏
休
み
こ
ど
も
ル
ン
ル
ン
工
作

・
第
1
弾

日
7
月
24
日（
水
）午
後
2
時
〜

対
小
学
1
・
2
年
生

内
ぱ
く
ぱ
く
貯
金
箱
作
り

・
第
2
弾

日
8
月
1
日（
木
）午
後
2
時
〜

対
小
学
3
・
4
年
生

内
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り

・
第
3
弾

日
8
月
8
日（
木
）午
後
2
時
〜

対
小
学
5
・
6
年
生

内
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る
魚
モ
ビ
ー
ル

作
り

共
通
事
項

所
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー　

和
室

（
但
東
町
出
合
）

申
期
開
催
日
の
2
日
前

申
問
図
書
館
但
東
分
館

　

☎
21

9
0
3
6

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の　

 
お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
お
や
こ
っ
こ
運
動
遊
び

日
7
月
26
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
2
時
45
分

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

子
育

て
学
習
室・し
ば
っ
こ
広
場（
大

手
町
）

対
1
・
2
歳
の
幼
児
と
保
護
者

講
師
こ
ど
も
育
成
課　

仲
義　

健

定
親
子
20
組

持・
子
ど
も
…
水

着
、
サ
ン
ダ

ル
、帽
子
、バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶

・
保
護
者
…
濡
れ

て
も
よ
い
服
装
、

サ
ン
ダ
ル
、
帽

子
他
天
候
が
良
い
と

き
は
、
し
ば
っ

こ
広
場
で
水
遊
び

○
お
母
さ
ん
の
手
作
り
広
場
Ⅰ

日
7
月
31
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

子
育

て
学
習
室

対
子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も

内
牛
乳
パッ
ク
で
動
く
ヘ
ビ
を
作
る

定
20
組

持
牛
乳
パ
ッ
ク（
1
リ
ッ
ト
ル
サ

イ
ズ
）1
本
、
定
規（
持
っ
て
い

る
方
は
、
ホ
チ
キ
ス
）

共
通
事
項

申
期
7
月
12
日（
金
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

■
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
お
で
か
け
広
場

日
7
月
16
日（
火
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
45
分

所
竹
野
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー（
竹
野

町
竹
野
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
水
に
親
し
み
、
プ

ー
ル
で
楽
し
く
遊
ぶ

持
水
着
、水
泳
帽
、タ
オ
ル
、お
茶

問
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

2
0
3
0

■
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
お
楽
し
み
会「
七
夕
」

日
7
月
10
日（
水
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分

所
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
出
石

町
内
町
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
笹
飾
り
、
親
子
遊
び

料
親
子
1
組
1
0
0
円

定
40
組

申
期
7
月
6
日（
土
）

問
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
52

6
1
8
8

■
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
な
つ
ま
つ
り

日
7
月
14
日（
日
）午
前
11
時
〜
午

後
1
時

所
合
橋
地
区
公
民
館（
但
東
町
出
合
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者（
き
ょ
う
だ

い
、
祖
父
母
も
参
加
可
）

内
コ
ー
ナ
ー
遊
び（
手
作
り
お
も

ち
ゃ
、
お
店
屋
さ
ん
な
ど
）

料
1
0
0
円

持
1
家
庭
米
2
合（
開
催
日
前
日
ま

で
に
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
）、
お
茶

申
期
7
月
11
日（
木
）

問
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

9
0
7
9
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気
比
の
浜
・
大
宝
さ
が
し
大
会 

日
7
月
15
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

※
雨
天
決
行（
波
の
状
況
に
よ
り

内
容
に
変
更
あ
り
）

所
気
比
の
浜
海
水
浴
場（
気
比
）

内
民
宿
ペ
ア
宿
泊
券
、
気
比
産
農

産
物
な
ど
が
当
た
る
、
色
付
き

ア
サ
リ
を
海
の
中
か
ら
探
す

料
1
0
0
円（
幼
児
は
無
料
）

問
豊
岡
観
光
協
会
☎
22

8
1
1
1

（
当
日
は
、
気
比
の
浜
・
浜
事

務
所
☎
28

2
1
0
1
）

募
　
集

豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

モ
デ
ル
地
区〈
追
加
募
集
〉

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
の
意
識
啓
発
や
実
践
活
動

を
行
う
区（
自
治
会
）を
追
加
募
集

し
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
に
は
、
活
動
な
ど

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
関
す
る
も
の

活
動
例

・
研
修
会
、
学
習
会
お
よ
び
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
チ
ラ
シ
の
発
行

・
実
態
・
意
識
調
査
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力

募
集
区
数
1
区

支
援
の
内
容

・
1
区
当
た
り
5
万
円（
上
限
）の

補
助

・
活
動
内
容
の
相
談

申
期
7
月
1
日（
月
）〜
12
日（
金
）

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　
☎
23
1
1
1
1
Ｆ
23
1
1
2
4

統
計
調
査
員
募
集
〜
あ
な
た
も

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

市
で
は
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
に
協
力
い

た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
資
格
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

で
、
調
査
期
間
中
、
調
査
に
専

念
で
き
る
方

※
税
務
・
警
察
関
係
者
、
調
査
期

間
中
選
挙
運
動
に
直
接
関
わ
る

方
は
不
可

報
酬
調
査
活
動
に
従
事
し
た
対
価

と
し
て
報
酬
あ
り

申
方
は
が
き
ま
た
は
任
意
用
紙
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
申

込
理
由
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
7
月
10
日（
水
）必
着

申
問
総
務
課
行
政
係

　
☎
23
1
1
1
6
Ｆ
24
2
5
7
5

　
メsoum

u@
city.toyooka.lg.jp

高
校
生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
1
弾
！
平
田
オ
リ
ザ
in
豊
岡             

「
高
校
生
演
劇
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

受
講
生
募
集

日
8
月
9
日（
金
）午
前
11
時
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

対
高
校
生（
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

内
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
表
現

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
学
ぶ
）

講
師
劇
作
家　

平
田
オ
リ
ザ
さ
ん

定
20
人

申
方
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参

申
期
定
員
に
達
す
る
ま
で

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

☎
24

3
0
0
0

「
市
民
会
館
食
堂
経
営
者
」募
集 

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
店
舗

を
有
し
、
市
民
会
館
で
食
堂
を

経
営
し
よ
う
と
す
る
方

※
調
理
師
免
許
必
要

営
業
開
始
時
期
8
月
〜

場
所
市
民
会
館　

1
階（
立
野
町
）

内
8
月
〜
11
月（
市
民
会
館
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
期
間
中
は
休
業
）と

平
成
26
年
4
月
〜
の
営
業

使
用
料
食
堂
使
用
料
、
光
熱
水
費

実
費
負
担

他
応
募
希
望
者
説
明
会〔
7
月
16
日

（
火
）〕を
開
催
予
定

申
問
市
民
会
館
☎
23

0
2
5
5

モ
ン
ゴ
ル
国
中
学
生　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
募
集

　

市
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
国

際
交
流
事
業
の
実

施
に
伴
い
、
研
修

生
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
受
入
家
庭
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
家
庭
数
4
家
庭（
申
込
家
庭

多
数
の
場
合
は
調
整
）

応
募
条
件
2
人
以
上
の
研
修
生
・

引
率
者
を
10
月
5
日（
土
）夕
方

〜
8
日（
火
）朝
ま
で
受
け
入
れ

可
能
な
家
庭

※
食
費
な
ど
若
干
の
補
助
あ
り

研
修
生
モ
ン
ゴ
ル
国
の
中
学
生
6

人
と
引
率
者
3
人

申
期
7
月
27
日（
土
）

申
問
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物

館
☎
56

1
0
0
0

ど
ん
ぐ
り
山
友
会「
2
0
1
3

富
士
山
登
山
」参
加
者
募
集

日
9
月
3
日（
火
）〜
6
日（
金
）

〔
3
泊
4
日（
車
中
1
泊
）〕

※
9
月
3
日（
火
）午
後
9
時
に
日

高
支
所
を
出
発

内
2
0
0
4「
植
村
直
己
冒
険
賞
」

受
賞
者
の
渡
邉
玉
枝
さ
ん（
予
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定
）を
は
じ

め
と
す
る
登

山
の
専
門
家

の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
、
ゆ

っ
く
り
と
し

た
ペ
ー
ス
で
富
士
山
を
登
る

料
4
万
5
千
円

定
25
人

申
方
電
話
ま
た
は
来
館

申
期
7
月
8
日（
月
）午
前
9
時
〜

定
員
に
達
す
る
ま
で

他
装
備
や
登
山
の
際
の
注
意
事
項

に
つ
い
て
、
事
前
説
明
会
を
開

催（
8
月
上
旬
）

申
問
ど
ん
ぐ
り
山
友
会（
植
村
直

己
冒
険
館
内
）☎
44
1
5
1
5

　
Ｆ
44

1
5
1
4

「
豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

身
近
な
地
域
で
独
身
男
女
の
婚

活
を
応
援
す
る「
婚
活
サ
ポ
ー
タ

ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
40
歳

以
上
の
男
女

・
既
婚
者

・
冠
婚
葬
祭
事
業
、
結
婚
相
談
所
、

ま
た
は
仲
人
な
ど
を
商
い
と
し

て
い
な
い

内
出
会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
時
に
独

身
男
女
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
、
豊
岡
市
婚
活
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
は
ー
と
ピ
ー
」の

紹
介
等
を
身
近
な
地
域
で
行
う

こ
と
な
ど

任
命
期
間
9
月
1
日
〜
平
成
26
年

3
月
31
日

定
15
人

申
方
豊
岡
市
社
会
福
祉

協
議
会
中
央
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
各
地
区
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記

入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
6
月
25
日（
火
）〜
7
月
25
日

（
木
）必
着

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
課（
〒
6
6
9

5
3
0
5　

日
高
町
祢
布
8
9
1

2
）

　

☎
43

1
3
3
3

N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

「
第
38
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権

西
近
畿
予
選
応
援
ツ
ア
ー
」

参
加
者
募
集

日
7
月
6
日（
土
）

所
み
な
と
境
グ
リ
ー
ン
ひ
ろ
ば
野

球
場（
堺
市
）

対
戦
チ
ー
ム
未
定

行
程
大
型
バ
ス
で
城
崎
温
泉
駅
を

出
発
。
途
中
乗
車
場
所
を
経
由

し
、
野
球
場
へ
向
か
う
。
試
合

終
了
後
帰
路

料
3
千
円（
バ
ス
代
、
昼
食
弁
当

代
含
む
）

定
40
人

申
期
7
月
5
日（
金
）午
後
5
時

他
集
合
場
所
、
時
間
、
途
中
乗
車

場
所
な
ど
は
、
申
込
時
に
連
絡

申
問
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
但
馬
後
援
会
事
務
局（
城

崎
温
泉
観
光
協
会
内
）

　

☎
32

3
6
6
3

講
座・
教
室

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
8
月
4
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時（
受
付
午
前
9
時

〜
9
時
30
分
）　

※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森
本
）

※
受
付
は
竹
野
南
地
区
公
民
館（
竹

野
町
森
本
）

内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り

料
5
0
0
円（
中
学
生
以
下
2
 0 

0
円
）

定
30
人

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具

申
期
7
月
25
日（
木
）

他
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
。
食
材
は
竹
野
南
里
山
の
会

が
用
意

申
問
竹
野
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
7
3

日時 ７月27日（土）午前９時30分～〔受付：
午前９時～〕

場所 五荘地区公民館　多目的ホール

部門
・幼児（４歳）～小学３年生の部
・小学４年生～中学３年生の部
※男女の別はなし

表彰 各部門１位から３位までには、賞状
と盾を贈呈

申込
期限 ７月11日（木）

その他

　上位入賞者は、「但馬地区子ども会
オセロ大会」〔８月25日（日）・但馬文教
府〕に出場できます。
　さらに但馬大会での上位入賞者は、
「兵庫県子ども会60周年記念オセロ大
会」〔10月27日（日）・姫路労働会館〕に
出場できます。

申込み・ 
問合せ

豊岡市子ども会連絡協議会（生涯学
習課内）☎23-0341 FAX24-4669

第 1回オセロ大会参加者募集
　子どもの情操教育の一環として、「思考力」や
「判断力」を養うため、オセロ大会を開催します。
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夢
但
馬
2
0
1
4
出
前
講
座

　

夢
但
馬
2
0
1
4
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
当
事

務
局
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す

る
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
但
馬
地
域
内
に
在
住
す
る
方
で
、

5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ（
団
体
）

開
講
日
原
則
、
月
〜
金
曜
日

※
祝
休
日
を
除
く

開
催
場
所
会
場
は
、
申
込
団
体
で

確
保

料
会
場
使
用
料
の
み
団
体
負
担

申
方
申
込
書（
夢
但
馬
2
0
1
4

推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）に
記
入
の
上
、
代
表
の

方
が
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
開
催
希
望
日
の
3
週
間
前（
必

着
）

申
問
夢
但
馬
2
0
1
4
推
進
協
議

会
事
務
局（
兵
庫
県
但
馬
県
民

局
地
域
政
策
室
夢
但
馬
推
進
課

内
）〔
〒
6
6
8
0
0
2
5　

幸

町
7

11
〕
☎
26

3
6
7
6

　
Ｆ
23

1
4
7
6

　
ホhttp://w

w
w
.tajim

a.or.
jp/yum

etajim
a/

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室　

日
7
月
24
日
、
8
月
7
日
・
28
日
、

9
月
11
日
・
25
日
い
ず
れ
も
水

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分（
全
5
回
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

1
階

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

対
市
内
在
住
の
男
性

内
健
康
講
話
、
調
理
実
習

料
千
円（
5
回
分
）

※
初
回
に
徴
収

定
20
人

申
期
7
月
8
日（
月
）〜
19
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

平
成
25
年
度
但
馬
地
区

精
神
障
害
者
家
族
教
室

日
7
月
25
日（
木
）午
後
1
時
20
分

〜
4
時
20
分

所
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル（
朝

来
市
）

内○
講
演

・
演
題
…
精
神
疾
患
の
理
解
〜
当

事
者
・
家
族
の
い
い
と
こ
ろ
探

し
〜

・
講
師
…
精
神
保
健
福
祉
士　

藤

田
修お
さ

美み

さ
ん

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク「
み
ん
な
で
話

そ
う
〜
家
族
が
い
ま
悩
ん
で
い

る
こ
と
、困
っ
て
い
る
こ
と
〜
」

申
期
7
月
16
日（
火
）

申
問
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

保
健
課

　

☎
0
7
9
6
7
2
6
8
6
7

　

ま
た
は
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課
☎
26

3
6
7
2

平
成
25
年
度
但
馬
地
域

ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座

所
豊
岡
総
合
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

（
八
社
宮
）

対
但
馬
地
域
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
定
50
人

申
方
但
馬
県
民
局
企
画
防
災
課
、

市
防
災
課
、
ま
た
は
各
支
所
に

区分 日程 講座内容

第１
クール

８月４日（日） 災害のメカニズムを
知る８月18日（日）

９月１日（日）
第２
クール

９月15日（日） 具体的な災害対応を
学ぶ10月６日（日）

10月20日（日）

第３
クール

11月３日（日）
防災ワークショップ
の進め方を学ぶ

11月17日（日）
12月１日（日）
12月15日（日）

※時間：午前10時～午後５時
※日程は一部変更になる可能性あり

ぐんぐん
のびる！
４日間
コース

日時

①第１期
　７月23日（火）～26日（金）
②第２期
　７月30日（火）～８月２日（金）
③第３期
　８月６日（火）～９日（金）
※いずれも午前９時～10時

内容 泳力に合わせた水泳教室
対象 ３歳～小学６年生
定員 30人

マイペース
の日曜日！
４回
コース

日時

①第１期
　７月７日（日）・14日（日）・21日（日）・
28日（日）
②第２期
　８月４日（日）・18日（日）・25日（日）、
９月１日（日）
※いずれも午前10時15分～11時15分

内容 泳力に合わせた水泳教室
対象 小・中学生
定員 30人

所出石B＆G海洋センター（出石町福住）
料各4,500円（２コース 8,000円）
申期 各開催日の前日　※当日参加も可
他上記の短期教室と通常の教室を同時に申し込む場合、特
典あり

申 問出石B＆G海洋センター☎52-5511

出石B＆G海洋センター短期水泳教室
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あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ

ー
ル

申
期
7
月
13
日（
土
）必
着

受
講
決
定
申
込
み
を
締
め
切
り
次

第
、
郵
便
で
連
絡

他
講
座
修
了
後
は
、
知
事
名
の
修

了
証
と「
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー

ダ
ー
」の
称
号
を
授
与
。さ
ら
に
、

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
す
る

防
災
士
の
受
験
資
格
を
付
与

申
問
N
P
O
法
人
兵
庫
県
防
災
士

会
豊
岡
ブ
ロ
ッ
ク（
〒
6
6
8

0
8
7
3　

庄
境
1
1
1
1
）

　
☎
23
0
9
6
6
Ｆ
23
1
1
7
4

　
メhappy_daisuki_dayo@

yahoo.co.jp

豊
岡
手
話
サ
ー
ク
ル

「
手
話
講
習
会
」

日
7
月
3
日

〜
31
日
の

毎
週
水
曜  

日
午
後
7

時
30
分
〜

9
時（
全
5
回
）

所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

3

階　

大
集
会
室（
城
南
町
）

料
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊

岡
地
区
セ
ン
タ
ー

　

☎
23

2
5
7
3

ひ
ょ
う
ご
暮
ら
し
の
親
子
塾

（
県
協
働
事
業
）

■
あ
い
う
え
お
教
室（
但
東
地
域
）

日
毎
月
第
4
月
曜
日
午
後
1
時
〜

3
時

所
但
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
但

東
町
出
合
）

対
日
本
語
学
習
を
希
望
す
る
在
住

外
国
人

内
日
本
語
の
勉
強
、
交
流

料
2
0
0
円

申
方
は
が
き
ま
た
は
任
意
用
紙
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
出
身

国
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
随
時

■
あ
い
う
え
お
夏
休
み
子
ど
も

　

英
会
話
教
室

日
7
月
25
日
〜
8
月
29
日
の
毎
週

木
曜
日

※
8
月
1
日
・
15
日
は
休
講

時
間

・
午
前
9
時
〜
9
時
40
分
…
4
・

5
歳
児

・
午
前
9
時
50
分
〜
10
時
50
分
…

小
学
校
低
学
年

・
午
前
11
時
〜
正
午
…

小
学
校
高
学
年

所
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い

う
え
お
事
務
所

対
4
・
5
歳
児
、
小
学

生（
低
学
年
、
高
学
年
）

料
千
円（
4
回
分
）

定
30
人（
1
ク
ラ
ス
10
人
×
3
ク

ラ
ス
）

申
方
は
が
き
ま
た
は
任
意
用
紙
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
幼
稚
園（
保
育
園
）ま
た

は
小
学
校
名
、
電
話
番
号
、
希

望
ク
ラ
ス
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
7
月
12
日（
金
）必
着

申
問
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え
お

（
〒
6
6
8
0
0
5
5　

昭
和

町
2

50
河
本
ビ
ル
1
0
2
）

　

☎
Ｆ
20

4
0
3
7

相
　
談

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談            

〜
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
〜

日
7
月
11
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

※
相
談
時
間
は
1
人
45
分
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
何
と
な
く
や
る
気
が
出
な
い
」

な
ど
、心
の
悩
み
や
認
知
症
に
関

す
る
こ
と
に
専
門
医
が
応
じ
る

相
談
精
神
科
医
師　
高
石
俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

※
事
前
申
込
み
必
要

他
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課
☎
24
1
1
2
7

対
5
歳
児
〜
小
学
生
と
保
護
者

料
親
子
1
組
3
千
円（
3
回
分
）

定
親
子
15
組

※
全
て
の
回
に
参
加
で
き
る
方
を

優
先

申
問
コ
ー
プ
こ
う
べ
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
豊
岡

　

☎
24

1
2
6
6

日
本
語
教
室
・
夏
休
み
子
ど
も

英
会
話
教
室

＜日時・場所・内容＞
回 日時 場所 内容

１ ７月23日（火）午前
10時30分～正午 コープデイズ豊岡３

階　組合員集会室
（加広町）

コープデイズ豊岡の
お店探検（講師　
コープ職員）

２ ７月30日（火）午前
10時30分～正午

環境マークパズル（講
師NPO法人C・キッ
ズネットワーク）

３
８月９日（金）午前
８時～午後５時15
分

コープこうべ食品
工場・カネテツデリ
カフーズ（神戸市）

食品工場とカネテツデ
リカフーズに潜入
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作業日時 作業区域

７月５日（金）
午後10時～
６日（土）
午前４時ごろ

豊岡地域（下陰の一部、高屋の一部、
正法寺の一部、泉町の一部、中央町
の一部、京町の一部、寿町の一部、
千代田町の一部、山王町の一部）
日高地域（庄境、野、芝、猪子垣、田ノ
口の一部、荒川、栗山の一部、広井、
殿の一部）
出石地域（町分、寺町、川原、鉄砲、
魚屋、東條、宵田、柳、田結庄、本町、
八木、内町、材木、下谷）

＜作業日時・区域＞

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
7
月
18
日（
木
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
対
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」「
な

ん
と
な
く
つ
ら
い
け
れ
ど
、何
を

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
」な
ど
、心
の
悩
み
を

臨
床
心
理
士
や
保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

そ
の
他

お
い
し
い
水
を
届
け
る
た
め    

水
道
管
の
夜
間
掃
除
を
行
い
ま
す

　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
届
け
る

た
め
、
水
の
需
要
が
増
え
る
夏
前

に
、
消
火
栓
か
ら
水
を
出
し
て
水

道
管
の
洗
管
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
水
道
使
用
の
少
な
い

夜
間
に
行
い
ま
す
が
、
作
業
中
、

一
時
的
に
水
圧
低
下
や
赤
水
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
業
日
時
・
区
域
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
妊
婦
の
同
居
家
族

助
成
対
象
ワ
ク
チ
ン
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン

助
成
額
5
千
円（
定
額
）

助
成
対
象
期
間
6
月
1
日
〜
平
成

26
年
3
月
31
日
接
種
分

申
請
方
法
医
療
機
関
で
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
後
、
医
療
機
関
発
行
の

領
収
書
・
振
込
み
先
の
口
座
の

分
か
る
も
の
・
印
鑑
を
持
参

※
妊
婦
の
同
居
家
族
は
、
母
子
手

帳
の
写
し
必
要

申
請
期
限
平
成
26
年
4
月
15
日（
火
）

申
請
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
日
曜
納
税
相
談

日
7
月
14
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
7
月
5
日（
金
）午

後
1
時
〜
19
日（
金
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
7
月
26
日（
金
）午

後
1
時
〜
28
日（
日
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
8
月
5
日（
月
）午

後
3
時

公
売
物
件
陶
磁
器
な
ど
15
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加（
7
月
5
日
公
開

予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
原

則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が
必

要（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を

除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
7
月
14
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階
ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（
日
程
な
ど
を
調
整
）。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係（
公
売
担
当
）

　

☎
23

1
1
1
8

「
さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援
事
業
」

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
多
自
然
地
域
内
の
木

造
一
戸
建
て
住
宅
の
空
き
家
に
居

住
す
る
た
め
の
水
回
り
な
ど
の
改

修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
空
き
家
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

方
ま
た
は
空
き
家
を
賃
貸
住
宅

と
し
て
活
用
す
る
方

対
象
地
域
市
町
の
多
自
然
地
域
内

（
市
街
地
を
除
く
農
山
村
地
域
）

対
象
住
宅
次
の
全
て
に
該
当
す
る

住
宅

・
木
造
在
来
工
法
で
建
築
さ
れ
た

一
戸
建
て

・
水
回
り
設
備
な
ど
の
改
修
工
事

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

・
10
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
明

ら
か

対
象
経
費
台
所
、
浴
室
、
便
所（
い

問
水
道
課
水
道
施
設
係

　

☎
22

5
3
7
7

風
し
ん
の
予
防
接
種
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す

対
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

く
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方
で
次
に
該
当
す
る
方

・
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
将
来
希
望

し
て
い
る
女
性
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・
日
時
…
7
月
21
日（
日
）午
後
9

時
15
分
〜（
即
日
開
票
）

・
場
所
…
市
立
総
合
体
育
館　

他
国
会
の
会
期
延
長
な
ど
で
、
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
選
挙
期

日
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
、
知

事
選
挙
の
選
挙
期
日
も
変
更
さ

れ
る
場
合
あ
り

問
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
23

5
4
5
4

外
国
人
住
民
の
方
に
つ
い
て
も

7
月
8
日（
月
）か
ら「
住
基
ネ
ッ
ト
」

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
住
基
ネ
ッ
ト
）の
運
用
開
始
に
伴

い
、外
国
人
住
民
の
方
の
住
民
票
に

住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

運
用
開
始
後
、
豊
岡
市
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
外
国
人
住
民
の

方
へ
住
民
票
コ
ー
ド
を
郵
送
で
通

知
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開

始
に
当
た
っ
て
、
外
国
人
住
民
の

方
が
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ホhttp://w

w
w
.soum

u.go.jp/
　

m
ain_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.htm

l
問
市
民
課
☎
21

9
0
1
5

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

ず
れ
か
で
も
可
）の
改
修
工
事

費
お
よ
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る

内
外
装
改
修
工
事
費

助
成
額
内
外
装
改
修
工
事
費
の
3

分
の
1（
最
大
1
0
0
万
円
）

申
期

・
1
次
…
7
月
31
日（
水
）ま
で

・
2
次
…
8
月
1
日（
木
）〜
9
月

30
日（
月
）

※
応
募
状
況
に
よ
り
2
次
募
集
を

行
わ
な
い
場
合
あ
り

他
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
ま
た
は
問
い
合
わ
せ

申
問

・
市
政
策
調
整
課
地
域
政
策
・
定

住
促
進
係
☎
21

9
0
2
2

・
県
住
宅
政
策
課

　

☎
0
7
8
3
6
2
3
5
8
3

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.　

lg.jp/

平
成
25
年
度
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

有
効
期
限
が
平
成
25
年
9
月
30

日
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
で
、
平
成
25
年
10
月

1
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証

の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
な
ど

・
更
新
交
付
申
請
書

・
臨
床
調
査
個
人
票（
診
断
書
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
患
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
税
額

を
証
明
す
る
書
類（
生
計
中
心

者
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
生

計
中
心
者
の
み
の
所
得
税
額
を

証
明
す
る
書
類
）

・
重
症
申
請
書（
重
症
申
請
す
る

方
の
み
）

・
重
症
申
請
用
診
断
書（
重
症
申

請
す
る
方
の
み
）

・
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
の
確

認
に
お
け
る
保
険
者
か
ら
の
情

報
提
供
に
係
る
同
意
書（
保
険

変
更
す
る
方
の
み
）

申
請
期
間
7
月
1
日（
月
）〜
9
月

30
日（
月
）

他・
受
給
者
証
発
行
に
は
2
カ
月
程

度
か
か
る
た
め
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
は
受
給
者
登
録
住
所
に

送
付
。7
月
上
旬
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地

域
保
健
課
☎
26

3
6
7
2

7
月
21
日
は
兵
庫
県
知
事
選
挙

お
よ
び
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
開
票
日
で
す

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

告（
公
）示
日
7
月
4
日（
木
）

投
票
日
7
月
21
日（
日
）午
前
7
時

〜
午
後
8
時

※
一
部
投
票
所
で
は
閉
鎖
時
間
の

繰
上
げ
あ
り

期
日
前
投
票

・
市
役
所
東
庁
舎
別
館
…
7
月
5

日（
金
）〜
20
日（
土
）午
前
8
時

30
分
〜
午
後
8
時

・
各
支
所
…
7
月
13
日（
土
）〜
20

日（
土
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後

8
時

※
期
日
前
投
票
の
際
に
は
、
宣
誓

書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

※
円
滑
な
投
票
の
た
め
、
可
能
な

限
り
入
場
整
理
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
投
票
は
、
3
種
類
あ
り
ま
す
の

で
、
投
票
方
法
を
間
違
え
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

開
票 種類 投票方法

兵庫県知事
選挙

「候補者名」を書いて
投票

参議院選挙区
選挙

「候補者名」を書いて
投票

参議院比例代表
選挙

「候補者名」または
「政党名」のいずれ
かを書いて投票

For foreign residents, the “Basic Resident Registration Network System” will commence 
operation from July 8, 2013.
In accordance with the commencement of operation of the Basic Resident Registration Network 
System, a Resident Record Code will be entered in the Resident Record of foreign residents.
After the commencement of operation of the new system, foreign residents in Toyooka city will 
be notified of their Resident Record Code by mail.
It is not necessary for foreign residents to perform any procedures at the commencement of 
operation of the Basic Resident Registration Network System. 
For further information, please see Ministry of Enternal Affairs and Communications web page.



　図書館では、夏休み期間中に各種教室を計画しています。
　本館では、手作り絵本教室やこども点字絵日記教室を開
催します。

　各分館でも、工作教室や映画会など、楽しい催しを計画
しています。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳しくは、市広報紙「くらしの情報」ページをご覧ください。

虹の本
< 一 般 >

虹の彼方に
（オーヴァー・ザ・レインボウ）
高橋源一郎／著（講談社）

　『さようなら、ギャングたち』『ジョン・
レノン対火星人』に続く、高橋文学の
原点ともいえる初期3部作の最終巻。

< じ ど う >
くんちゃんとにじ
ドロシー・マリノ／さく
まさき　るりこ／やく（ペンギン社）

　虹を見つけたこぐまのくんちゃん。
小鳥から「虹のねもとには金のつまっ
たつぼがうまっている」と聞き、走り出
していくと…

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

7月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地

本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

7月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 月
2 火 （休館日）

3 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

4 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳
5 金

6 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「よぞらを　みあげてみよう」
（工作：たなばた飾り）　幼 児

10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：たなばたかざり）　幼 児
7 日
8 月
9 火 （休館日）
10 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11 木
12 金

13 土
10：10～ 本館 土曜としょかん　児
10：30～ 城崎 おはなしランド（とびだすおばけ）　児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14 日
15 月 （休館日）
16 火 （休館日）

17 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
10：30～ 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼

18 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
19 金
20 土 14：00～ 本館 おはなし会　幼

10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
21 日
22 月
23 火 （休館日）
24 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

14：00～ 但東 夏休みこどもルンルン工作（工作：ぱくぱく貯金箱）　児

25 木
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼
13：30～ 本館 手作り絵本教室　児
10：30～ 城崎 絵本の読み聞かせと折り紙　児

26 金
10：10～ 本館 夏休みこども点字絵日記教室　児
10：30～ 城崎 夏休み子ども点字教室　児
13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド　幼 児

27 土
14：00～ 本館 おはなし会　幼
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：うちわつくり）　幼 児

28 日 14：00～ 竹野 たけのこ映画会　幼 児
14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

29 月
30 火 （休館日）
31 水 （休館日）
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7月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

そとあそび広場

日　時 11日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　※濡れてもよい服装
内　容 固定遊具や水遊び 持ち物 帽子、お茶、着替え

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ
そとあそび広場　悪天候時は中止

パパと遊ぼうデー　於：アイティ７階　しばっこ広場

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び

日　時 ６日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さんやきょうだいの参加も可）
内　容 水遊び　など　※濡れてもよい服装

日　時
①ほっとたいむ １日（月）、25日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 18日（木）午前10時30分～
③わらべうた遊び 19日（金）午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び③わらべうたやいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

おでかけ広場　於 : 八代地区公民館

食育講座Ⅱ－母乳の話－　於：豊岡市民プラザ　練習室

絵本の読み聞かせの会

なかよし広場

そとあそび広場　於：宵田小公園（現地集合）

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

パパと遊ぼうデー

わらべうた＆製作

なかよし広場

日　時 17日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 プール遊び、パネルシアターなど
持ち物 水着、タオル、ビーチサンダル、お茶など

日　時 19日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 母乳についての話、乳幼児期の食生活について　など
講　師 助産師　井垣享子さん 申込開始 ８日（月）

日　時 18日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 25日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話～生活リズムについて～、計測、相談

日　時 17日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 17日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、季節の折り紙製作

日　時 20日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん 内　容 紙芝居、親子遊び

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子でわらべうた遊び　製作：アンパンマンぐるぐるルーレット

日　時 19日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊び、相談

おやこっこ水遊び　於：アイティ７階　しばっこ広場

おはなし広場

たまごボーロ　スペシャルたいむ

そとあそび広場　於：城崎スポーツ広場（城崎浄化センター屋上）

メロディー♪みいつけた

絵本の読み聞かせ

日　時 22日（月）、24日（水）、29日（月）、31日（水）午前10時15分～11時30分
17日（水）午後１時30分～３時

対　象 乳幼児と保護者　※前日までに要申込み
内　容 自由に水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び）
準備物 水着、ビーチサンダル、帽子、着替え、バスタオル、お茶

（保護者も水遊び可能な服装でお越しください）

日　時 13日（土）、20日（土）、27日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日時 12日（金）午後２時～３時
対象 乳幼児と保護者
内容 手遊び、おはなし、クイズ　など

豊岡総合高校のお姉さんたちと遊ぶ“たまごボーロたいむ”のスペシャルデー

日　時 ①４日（木）午前10時15分～②10日（水）午前10時15分～
場　所 ①総合体育館・芝生広場②しばっこ広場（アイティ７階）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、子育て相談　など

日　時 ５日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び、水鉄砲、まと当て
持ち物 着替え、タオル、お茶、帽子、濡れてもよい履物と服

日　時 ６日（土）午前11時～11時15分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で歌を聴く

日　時 25日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせと折り紙遊び

七夕会

わいわいコーラス

なかよし広場

日　時 ４日（木）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 笹飾り、そうめんで天の川作り
持ち物 会費親子100円、お椀、はし、お茶

日　時 ９日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 17日（水）午前10時～12時
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、ベビー体操、乾布摩擦、お母さんの体操
持ち物 バスタオル、ハンドタオル、水分（ミルク・お茶など）

日　時 ３日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

にじっこ絵本

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

日　時 ３日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 紙芝居、絵本の読み聞かせ、折り紙

日　時 ７（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

えほんのとびら

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ビニールプールで水遊び、シャボン玉
持ち物 水着、タオル、サンダル、お茶
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第103回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■第11回アカペリンピックinとよおか
　一般公募のアカペラグル
ープのコンテスト。ゲストには、
“パーマネント・フィッシュ”（第
７・８回出演）が登場します。

■平原綾香 10th Anniversary CONCERT TOUR
　2013 ～Dear Jupiter～
　｢J

ジュピター
upiter｣での衝撃的なデビュー

から10年。平原綾香の軌跡を歌う
コンサート。

■加瀬邦彦＆ザ・ワイルドワンズ2013
サマーコンサート

　｢想い出の渚｣などのヒット曲
で知られる彼らのステージをお
楽しみください。

■中野勘太郎一座ファイナル公演
　｢一本刀土俵入｣～涙・笑い・感動の軌跡～

　８月31日（土）　
　　開演18：00
◇入場料　全席自由　一般700円、高校生以下無料
　　　　　ペアチケット1,000円（300組）
◇一時保育　８月23日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　９月21日（土）　開演18：00
◇入場料　全席指定　6,500円
　　　　　　　（当日券500円増）
◇一時保育　９月13日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売　友の会 発売中、一般 6月29日（土）

　８月３日（土）　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定　Ａ席3,000円、Ｂ席2,500円　　
　　　　　桟敷席（ペア）4,800円（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　７月25日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　７月14日（日）
　　　　　昼の部　開演13：00
　　　　　　　　（開場12：30）
　　　　　夜の部　開演18：30
　　　　　　　　（開場18：00）
◇入場料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円
　　　　　桟敷席（ペア）2,400円（当日券各500円増）
◇一時保育　７月５日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　７月27日（土）　開演13：30　於：交流サロン
◇内　容　三線の沖縄民謡（沖縄文化研究会）
◇曲　目　「島育ち」「花」　など
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館で購入できます。

■『祈り－1945』平和を願う朗読劇･豊岡2013
　ヒロシマ･ナガサキの原爆の
記録から、手記や詩歌で構成し
たオリジナル台本で上演。

■プラザ シネマ・シネマ
　『ハルのふえ』『アンパンマンが生まれた日』

■高校生のためのアートプロジェクト第2弾！
　福島県立いわき総合高校演劇部豊岡公演
　『北校舎、はっぴーせっと』
　昨年、感動を呼んだ『Final Fantasy for XI.Ⅲ. 
MMXI』。いわき総合高校演劇部が、新作の上演に
再びやって来ます。

　８月３日（土）　開演14：00
　　於：ほっとステージ

◇入場料　全席自由　一般500円（当日券200円増し）、
高校生以下無料※無料入場券が必要

◇一時保育　７月23日（火）までに申し込みください。

　８月４日（日）
　　於：ほっとステージ
　　上映時間　10：00、11：30、
　　13：30、15：00

◇入場料　全席自由　一般800円、
小学生以下300円（当
日券200円増）、親子ペ
ア1,000円（前売のみ）

　８月24日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　25日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　一般1,000円（当日券200円増）、
　　　　　高校生以下無料
◇チケット発売　６月26日（水）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

広報とよおか　2013.6.25 34



平成25年６月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

7月の主な行事
JULY

平成25年

17（水）なかよし広場（９：30～11：30　豊岡市民プラザ）なかよし広場
（10：00～12：00　竹野子育てセンター）
おでかけ広場（10：15～11：30　八代地区公民館）

18（木）
19（金）わらべうた遊び（11：00～　子育て総合センター）なかよし広場（10：30～11：30　但東子育てセンター）

20（土）第10回はすまつり（９：00～15：00　出石町奥小野はす園　～21日）
サンスト夏の夜市

（19：00～21：15　豊岡駅通商店街）
パパと遊ぼうデー
（10：30～11：30　出石子育てセンター）

21（日）田んぼの学校（９：30～　コウノトリ文化館周辺）
22（月）
23（火）
24（水）そとあそび広場（10：30～11：30　竹野子育てセンター園庭）

そとあそび広場
（10：30～11：30　但東子育てセンター）

25（木）なかよし広場（10：30～11：30　日高子育てセンター）

26（金）おたのしみ会（13：30～15：30　日高子育てセンター）

27（土）コウノトリ但馬空港フェスティバル’13（９：30～16：00　コウノトリ但馬空港　～28日）
ロジナリエ「なごみの灯りストリート」

（竹野浜地域　～31日）
サンスト夏の夜市

（19：00～21：15　豊岡駅通商店街）
第103回サロンコンサート

（13：30～　豊岡市民プラザ）

28（日）日高夏まつり（JR江原駅周辺）カバストマルシェ（10：00～16：00　宵田商店街）

29（月）第37回ふるさとまつり（城崎温泉街）
30（火）たけの海上花火大会（20：00～21：00　竹野浜海水浴場）

31（水）

ひ
と
り
ご
と

1（月）竹野海岸海開き（竹野浜、切浜、弁天浜）豊岡ゆかりの芸術家展（伊藤清永美術館　～９日）
第60回企画展「切り絵作家アマルバト モン
ゴルの切り絵と文様」

（日本･モンゴル民族博物館 ～30日）
第29回企画展「但馬国分寺跡 発掘調査40年」

（但馬国府・国分寺館 ～8月27日）

2（火）
3（水）
4（木）七夕会（10：30～12：30　竹野子育てセンター）
5（金）そとあそび広場（10：30～11：30　城崎スポーツ広場）

6（土）パパと遊ぼうデー（10：30～11：30　しばっこ広場）メロディ♪みいつけた
（11：00～11：15　城崎子育てセンター）
学芸員講座「但馬国分寺の施設と機能」
（13：30～15：00　但馬国府・国分寺館）

7（日）第３回竹野浜オープンウォータースイミング大会（竹野浜海水浴場）
山陰海岸ジオパーク竹野海岸遊覧船就航

（竹野海岸発着　～８月18日）
パパと遊ぼうDAY!
（10：30～11：30　日高子育てセンター）

8（月）
9（火）わいわいコーラス（10：00～11：30　竹野子育てセンター）

10（水）気比の浜海開き（気比の浜）
11（木）そとあそび広場（10：30～11：30　出石宵田小公園）

12（金）たまごボーロスペシャルたいむ（14：00～15：00　子育て総合センター）

13（土）第６回フォークまつり（14：00～　豊岡市民プラザ）青井浜ワンワンビーチオープン（青井浜　～８月18日）

14（日）中野勘太郎一座ファイナル公演（13：00～、18：30～　出石文化会館ひぼこホール）

15（月）海の日
16（火）
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合　計 男　性 女　性 世帯数
86,859人（－65人） 41,646人（－24人） 45,213人（－41人） 32,653世帯（＋15世帯）
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浜尾　新 （1849～1925）
京町出身

1849年　江戸豊岡藩邸に生まれる
1862年　14歳　豊岡に帰住する　
1869年　21歳　慶応義塾に入塾
1873年　25歳　アメリカに留学
1877年　29歳　旧東京大学３学部
 の綜理補に就任
1885年　37歳　美術教育制度調査

のためヨーロッパに派遣される
1893年　45歳　帝国大学総長（第３代）に就任
1897年　50歳　文部大臣に就任（第２次松方内閣）
1905年　57歳　東京帝国大学総長（第８代）に再任
1907年　59歳　勲功により男爵を授けられる
1924年　76歳　枢密院議長に任じられる
1925年　77歳　東京で逝去、従一位に叙せられる

東京大学育ての親
　1877年に旧東京大学が設立されると、３学部（法
学部、理学部、文学部）綜理補として同郷の加藤弘
之綜理を補佐しました。また、45歳の若さで第３
代帝国大学総長の要職についています。
　その後、第２次松方内閣の文部大臣を経て、第
８代東京帝国大学総長に再任しました。再度の総
長は６年９カ月にわたり、この間に大学を最高学
府として機構を整えていきました。

浜尾新像
　現東京大学キャンパスのほぼ中心、安田講堂の
南東に彼のひときわ大きな銅像があります。大学
の正門の意匠、銀

いちょう

杏並木および講堂の位置は彼の
発案といわれて
います。銅像の
裏側には彼が亡
くなった際に竣
工間もない安田
講堂で葬儀が行
われ、千人以上
が参列したこと
が記されていま
す。

人材を育てた浜尾　新
　彼を、政治家、教育者、学者という一言で言い
表すことはできません。人としての公正さ、私心
のなさ、その人格から要職を熱望される人であっ
たことは間違いありません。「人を育てるところに
学校あり」それを自ら実行しました。

東京大学の歴史（沿革）
1877年　（旧）東京大学創設（東京開成学校と東京医
　　　　学校を合併）
1886年　帝国大学に改組（工部大学校を統合）
1897年　東京帝国大学と改称
1947年　東京大学と改称

幼小期～苦学のとき
　浜尾　新は但馬豊岡藩江戸屋敷で生まれました。
浜尾家は豊岡藩士として江戸詰めが続いた家でし
たが、５歳の時に父を亡くし、14歳の時、幕府の
参勤交代制がゆるむと豊岡に帰住しました。そこ
には家屋敷もなく、五軒長屋の一戸で母子のつつ
ましい生活が始まりました。
　父を早く失ったため、幼くして藩の文筆業務の
仕事や、農兵の訓練に従事しましたが、幼少から
しつけられた勉学への志向は高く、夜は天井か
らひもを首にぶらさげて睡魔と戦い読書したとか、
夜勤でも眠ろうとはせずに読書したという逸話が
伝えられています。
　豊岡藩の藩校「稽

けい

古
こ

堂」では、儒学者の池田草庵
の講義を受け、成績が抜群であったことから人材
育成のための藩費遊学生に選ばれました。21歳の
とき慶応義塾や大学南校（のちの旧東京大学）で学
んだのち、文部省官僚として大学南校監事の、任
を受けました。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡偉人伝　14

【表紙写真】季節を先取りした「城崎温泉　2013花火フェスタ」が、５月25日、６月４日、11日の３日間、城崎温泉街で
開催されました。梅雨の夜空を彩る大輪の花に、温泉街を行き交う観光客らは歓声を上げ、見入っていました。

東京大学育ての親　浜
は ま

尾
お

　新
あ ら た

▲浜尾新像


